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このたびは、液晶コントロールターミナルZM-340シリーズ（ZM-342D､ZM-342T：以下､ZM-342D/T）をお買い
あげいただき、まことにありがとうございます。
ご使用前に、本書をよくお読みいただき機能・操作方法等を十分理解したうえ、正しくご使用ください。
なお、各液晶コントロールターミナルの機能の詳細や、画面作成方法等については、画面作成ソフトのマニュ
アルを参照願います。

取扱説明書（機能編） 
取扱説明書（操作編） 

・ZM-71S 
（画面作成ソフト：日本語版） 

Instruction Manual（Function） 
Instruction Manual（Operation） 

・ZM-71SE 
（画面作成ソフト：英語版） 

また、ZM-342D/Tの各社PLCとの接続などについては、下記マニュアルがありますので、本書と共にお読み
ください。

・本書の内容については十分注意して作成しておりますが、万一ご不審な点、お気付きのことがありまし

　たらお買いあげの販売店、あるいは当社までご連絡ください。

・本書の内容の一部または全部を、無断で複製することを禁止しています。

・本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

おねがい

ユーザーズマニュアル（PLC接続編） ・ZM-340～380シリーズ 

ZM-342D/Tの画面データ作成には、ZM-71S/71SEのバージョンがVer.2.2.5.1以降を使用
してください。

留意点

本書の記載について

・Windows 98/NT4.0/Me/2000/XPは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録
商標です。

・Ethernetは米国XEROX社の登録商標です。
・その他記載されている会社名､製品名､商品名は、各社の商標または登録商標です。

・当社制御機器（以下､当社製品）をご使用いただくにあたりましては、万一当社製品に故障･不具合などが
発生した場合でも重大な事故に至らない用途であること、および故障･不具合発生時にはバックアップや
フェールセーフ機能が機器外部でシステム的に実施されることをご使用の条件とさせていただきます。
・当社製品は、一般工業などへの用途を対象とした汎用品として設計･製作されています。したがいまし
て、各電力会社様の原子力発電所およびその他発電所向けなどの公共への影響が大きい用途などで、特
別品質保証体制をご要求になる用途には、当社製品の適用を除外させていただきます。ただし、これら
の用途であっても、用途を限定して特別な品質をご要求されないことをお客様に承認いただいた場合に
は、適用可能とさせていただきます。
　また、航空､医療､鉄道､燃焼･燃料装置､有人搬送装置､娯楽機械､安全機械など人命や財産に大きな影響
が予測され、安全面や制御システムに特に高信頼性が要求される用途へのご使用をご検討いただいてい
る場合には、当社の営業部門へご相談いただき、必要な仕様書の取り交しなどをさせていただきます。

ご注意



安 全 上 の ご 注 意
取付、運転、保守・点検の前に必ずこのユーザーズマニュアルとその他の付属書類をすべて熟読し、正し
くご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用くださ
い。この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れる場合。
：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。

なお、　　　　  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いず
れも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

注意 

危険 

注意 

注意 

強制 

注意 

危険 

（１）取付について

・カタログ、取扱説明書、ユーザーズマニュアルに記載の環境で使用してください。
高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤動作
の原因となることがあります。
・取扱説明書、ユーザーズマニュアルに従って取り付けてください。
取付に不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。
・電線くずなどの異物を入れないでください。
火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

（２）配線について

・必ず接地を行ってください。
接地しない場合、感電、誤動作のおそれがあります。

・定格にあった電源を接続してください。
定格と異った電源を接続すると、火災の原因となることがあります。
・配線作業は、資格のある専門家が行ってください。
配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。

（３）使用について

・通電中は端子に触れないでください。
感電のおそれがあります。
・非常停止回路、インターロック回路等は本機の外部で構成してください。
ZM-342D/Tの故障により、機械の破損や事故のおそれがあります。

（４）保守について

危険 
・ZM-342D/Tはリチウム電池を使用しています。リチウム電池は、リチウムや有機溶媒などの
可燃性物質を内蔵しているため、取扱いを誤ると、発熱･破裂･発火などにより、けがをしたり、
火災に至るおそれがあります。

禁止 
・分解、改造はしないでください。
火災、故障、誤動作の原因となります。



　　　（１）設置場所、環境について

ZM-342D/Tの設置にあたっては、次のような場所は避けてください。

・可燃性ガス、溶剤、研削液のある場所　・塩分、鉄粉が多い場所・直接、日光が当たる場所

　　　（２）取付について

ZM-342D/Tの取付は、操作性、保守性、耐環境性を十分考慮してください。

周囲温度範囲内で使用のために、

・通風スペースを十分とってください。

・発熱量の大きな機器（ヒーター、トランス、大容量抵抗など）の上部には取り付けないでください。

・高圧機器の設置されている盤内での取付は避けてください。

・高圧線、動力線から200mm以上離して取り付けてください。

　　　（３）取扱いについて

・非常停止回路は外部リレー回路で構成してください。かつ、緊急性の高いスイッチには使用し

ないでください。

・ZM-342D/Tを強くたたいたり、落としたりして衝撃を与えないでください。故障の原因となり

ます。

・ZM-342D/Tのディスプレイ表面は傷つきやすいので、先のとがった物（ボールペン等）でディス

プレイを操作したり、ひっかいたりしないでください。故障の原因となります。

・各種接続ケーブルのコネクタ部のロックは確実に行い、通電前に十分確認してください。

・乾燥した所では大きな静電気が発生することがありますので、ZM-342D/Tを交換する際は予め

アースされた金属に触れて静電気を放電させてください。

・清掃される時は、乾いたやわらかい布を使用してください。アルコール、シンナー等の揮発性

の液体や、ぬれぞうきん等は使用しないでください。変形や変色の原因になります。

　　　（４）配線について

1.  電源の配線

・電源は許容電源電圧変動範囲内で使用してください。

・線間および大地間ともノイズの少ない電源を使用してください。

・DC24V線は高電圧、大電流のケーブルから十分に離してください。

2.  アースはできるだけ専用接地にしてください。

アースを他の機器と共用したり、建物の梁に接続すると悪影響を受ける場合があります。

3.  通信ケーブルは、強電回路と一緒に配線しないでください。

　上図のように強電回路線と一緒にダクト内や、インシュロックで重ねることは避けてください。

配線ダクト 

動力線・制御線 

通信ケーブル 

通信ケーブル 

動力線・制御線 

インシュロック 

使 用 上 の ご 注 意



　　　（５）コイン型リチウム電池について ⇒ P 4-1～4-3参照

●カレンダ機能およびSRAMメモリ（サンプリングデータ等の電池バックアップ用途）を使用す

る場合は、必ず電池をセットしてください。

電池電圧が供給されないと、SRAMメモリデータ､カレンダの内容を保持できません。

●リチウム電池には、電池有効期限があります。有効期限は通常５年（周囲温度25℃時）ですが、高

温環境下で使用する場合、５年以内であっても電池電圧が低下することがありますので、失われ

ると復旧困難な設定データ等、重要な用途で使用する場合は、必ず以下の方法により電池電圧低

下の警告表示を設け、すみやかな電池交換を行ってください。

●電池の電圧低下の検知方法

ZM-342D/Tの内部システムメモリ「$s167」に電池状態出力機能があります。

お客様作成の画面データ内に、電池電圧低下のランプ表示を設けることを推奨いたします。

【設定方法】

ZM-71Sで作成する異常画面内にランプ表示を設定する例を説明します。

1. ランプパーツ設定で、文字列を「電池電圧低下」と入力したランプを作成します。

2. ランプのランプメモリ設定を、「$s167-04」とします。

3. 必要な画面に配置します。電池電圧が低下するとランプが点灯します。

内部メモリ$s167（１ワードデータ）の電池状態内容

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   

MSB LSB

00：電池正常 
01：電池電圧低下 
02：電池未挿入 
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1. 概要

液晶コントロールターミナル ZM-340 シリーズ（ZM-342D/T）は、液晶ディスプレイとタッチパネル

を利用したプログラマブル表示器本体です。

プログラマブルコントローラ（以下、PLC）とプログラムレスで通信を行い、設定された画面データ

により多彩な表示とタッチパネルによるデータ入力が可能です。

  留意点　ZM-342D/T の画面データ作成には、ZM-71S のバージョンが Ver.2.2.5.1 以降を使用してく

　             ださい。

1. 32K 色表示対応

32,768 色表示により、カラフルで見やすい画面表示が可能です。

JPEG ファイルやビットマップデータなどの表示もリアルに表現します。

2. USB ホスト / デバイスポート標準装備

2 ポートを標準で装備しています。

ホストポートでは、USB 対応の EPSON プリンタ PM シリーズや CF カードリーダライタを利用

可能です。

デバイスポートでは、パソコンから大容量の画面データを高速に転送します。

3. SRAM+ 時計機能標準装備

SRAM 128K バイトを標準で内蔵しているため、レシピやサンプリングデータのバックアップな

どを行えます。

4. CF カード用インターフェース対応（USB ホストポート / オプション）

複数の画面データの保存、サンプリングデータの保存、レシピデータの転送、ハードコピーイ

メージの保存などが可能です。

JPEG ファイルやフォントファイルも保存可能です。

5. 10BASE-T 用コネクタ対応（オプション）

上位 PC や PLC との Ethernet 接続が可能です。

画面データの転送からサーバ PC でのデータのリード・ライトまで、Ethernet を利用した高速通

信が実現可能です。
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2. 製品形名・周辺機器

液晶コントロールターミナル本体の形名

本体形名の種類は以下のとおりです。

形名 仕様 備考

ZM-342T 5.7 型 TFT カラー、320 × 240 ドット、アナログスイッチ、

DC 電源仕様
CE/UL/cUL 対応品

ZM-342D 5.7 型 STN カラー、320 × 240 ドット、アナログスイッチ、

DC 電源仕様
CE/UL/cUL 対応品
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周辺機器

ZM-342D/T と組み合わせ可能なオプションは以下のとおりです。

ZM-71S（作画ソフト : 日本語版）
画面データを作成するソフトウェアです。
（Windows98/NT4.0/Me/2000/XP 対応）

Ver. 2.2.5.1 以降で ZM-342D/T に対応します。

ZM-340EU（オプションユニット）
Dsub25 ピン /CF カード /Ethernet に対応可能です。

ZM-340EM（増設メモリ）
画面データ記憶メモリを増やすための増設基板です。
容量は FLASH メモリ 4M バイトです。

* オプションユニット「ZM-340EU」装着時のみ

ZM-1TC（ターミナルコンバータ）
ZM-342D/T と PLC を RS-422/485 の端子台で接続する場合に使用します。

* オプションユニット「ZM-340EU」装着時のみ

ZM-1REC（カードレコーダ）
画面データのバックアップやメモリマネージャ機能・データロギング機能での記録の際に
使用します。

市販メモリカード JEIDA Ver. 4.0 準拠
ZM-1REC を使用して、画面データのバックアップやメモリマネージャ機能・データロギ

ング機能で記録する際に使用します。
SRAM 256 K, 512 K, 1 M, 2 M, 4 M バイト

FLASH ROM 256 K, 512 K, 1 M バイト

TB1

SW1

CN1



1-4 2. 製品形名・周辺機器
ZM-1MD2 （ACPU/QnACPU/FXCPU デュアルポートインターフェース）
三菱電機 ( 株 ) 製 ACPU/QnACPU/FXCPU のプログラマ用コネクタを 2 ポートにするため

のユニットです。三菱電機 ( 株 ) 製 ACPU/QnACPU/FXCPU に、ZM-342D/T を直結する場

合に使用すると便利です。

* オプションユニット「ZM-340EU」装着時のみ

ZM-322ME（増設 I/O ユニット）
PLC の外部 I/O です。入力 16 点、出力 16 点となっています。

ZM-80C（画面転送用ケーブル）3 m
ZM-342D/T ↔ パソコンまたはパソコン ↔ ZM-1REC 相互間の接続に使用します。

ZM-80BC（バーコードリーダー接続用ケーブル）3 m
ZM-342D/T とバーコードリーダーを接続するケーブルです。

ZM-80MC（マルチリンク 2 マスタ用ケーブル）3 m
マルチリンク 2 接続する際に、ZM-300 シリーズのマスタと ZM-300 シリーズのスレーブ

を接続するケーブルです。

ZM-340CC（MJ2 ～ D-sub 変換ケーブル）0.3 ｍ
ZM-342D/T の MJ2 で、PLC と RS-232C または RS-422（4 線式）で 1：1 接続する際に使

用します。

* PLC と RS-485（2 線式）で接続する際は ZM-300CC（下記参照）をご使用ください。

ZM-300CC（MJ ～ D-sub 変換ケーブル）0.3 ｍ
ZM-300 シリーズと PLC2Way で接続するケーブルです。

また、ZM-342D/T の MJ2 で、PLC と RS-232C または RS-485（2 線式）で 1：1 接続する

場合にも使用可能です。

GD

G
PP

1 2 3

FG
IN0 IN2 IN4 IN6 IN8 IN10 IN12 IN14 COM+ OUT0

IN1 IN3 IN5 IN7 IN9 IN11 IN13 IN15

OUT2 OUT4 OUT6 COM1 OUT9 OUT11 OUT13 OUT15

OUT1 OUT3 OUT5 OUT7 OUT8 OUT10 OUT12 OUT14 COM2

DC24V

MJ1
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2. 製品形名・周辺機器 1-5

製
品

概
要

ZM-42GS（保護シート）
操作パネル面の保護シートです。（5 枚セット）

ZM-300BT（交換用電池）
ZM-300 シリーズ用交換リチウム電池です。



1-6 3. システム構成
3. システム構成

ZM-342D/T のシステム構成

ZM-342D/T と組み合わせ可能なシステム構成は、次のとおりです。
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パソコン (PC)

（USB ホスト）

運転時（リンク / 汎用シリアル通信）

ZM シリーズ用

画面作成ソフト

画面作成

CF カード

リーダライタ

リンクユニット /
汎用コンピュータ

画面転送時

カードレコーダ

プリンタ

バーコードリーダ

（USB デバイス）
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3. システム構成 1-7

製
品

概
要

ZM-342D/T ＋ ZM-340EU のシステム構成

ZM-342D/T ＋ ZM-340EU と組み合わせ可能なシステム構成は、次のとおりです。
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2 仕様
1. 仕様

2. 外観・パネルカット

3. 各部の名称とはたらき

4. モジュラージャック (MJ1/MJ2)
5. USB コネクタ

6. Dsub 25 ピンコネクタ (CN1)（オプション）

7. 10BASE-T (LAN)（オプション）

8. CF カード

9. 周辺機器
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1. 仕様 2-1

仕
様

1. 仕様

一般仕様

* ZM-342D については、動作周囲温度 40 ℃～ 50 ℃の環境で長時間動作させると、コントラストが低下するな

ど、表示品位が低下する可能性があります。

項目 仕様

定格電圧 DC24 V

電圧許容範囲 DC24 V ± 10%

許容瞬時停電時間 1 ms 以内

消費電流
（最大定格）

0.6A 以下

突入電流 20A 以下（立ち上がり時間 0.1 ms 時）5A 以下（立ち上がり時間 1 ms 時）

耐電圧 DC 外部端子と FG 間 :AC500 V、1 分間

絶縁抵抗 DC500 V、10 MΩ以上

動作周囲温度 0°C ～ +50°C *

保存周囲温度 −10°C ～ +60°C

相対湿度 結露なきこと

耐溶剤性 切削油、有機溶剤の付着がないこと

使用雰囲気 腐食性ガスがなく、じんあいがひどくないこと。また、導電性のじんあいがないこと

耐振動
振動周波数 : 10 ～ 150 Hz、加速度 : 9.8 m/s2  (1.0G)

片振幅 : 0.075 mm、X, Y, Z: 3 方向 各 1 時間

耐衝撃
パルス波形 : 正弦半波

ピーク加速度 : 147 m/s2 (15G)、X, Y, Z : 3 方向、各 6 回

耐ノイズ 1000 Vp-p（パルス幅  1 μs、立ち上がり時間 : 1 ns）

耐静電気放電 IEC61000-4-2 に準拠、接触  6 kV、気中  8 kV

接地 D 種接地

構造

保護構造 : フロントパネル : IP65 準拠（防水パッキン使用時）

リヤーケース : IP20 準拠

形状 : 一体形

取付方法 : パネル埋込取付

冷却方式 自然空冷

質量 単体約 680 g、ZM-340EU 装着時約 820 g

外形寸法 
W × H × D (mm) 単体 182.5 × 138.8 × 42.5、ZM-340EU 装着時 182.5 × 138.8 × 64.0

パネルカット寸法
(mm) 174 × 131

色 黒（マンセル  N2.0）

材質 PC/PS 樹脂（タフロン）

付属品 取付金具 4 個、取扱説明書 1 部

+0.5
−0

+0.5
−0



2-2 1. 仕様
表示部仕様

*1 常温 25°C、表面輝度が初期値の 50% となった時

*2 ファンクションスイッチまたはマクロコマンドにより調整

タッチスイッチ仕様

ファンクションスイッチ仕様

項目
機種

ZM-342T ZM-342D

表示デバイス TFT カラー LCD STN カラー LCD

表示サイズ 5.7 インチ

表示色
32,768 色

 + 16 色ブリンク

表示分解能  
横 × 縦（ドット）

320 × 240

ドットピッチ 
 W × H (mm) 0.36 × 0.36 0.36 × 0.36

輝度 (cd/m2) 350 160

コントラスト比 60 : 1 30 : 1

上下視野角 (°) +65, −40 +20, −35

左右視野角 (°) ±65 ±50

バックライト 冷陰極管（使用者による交換不可能）

バックライト寿命 *1 約 50,000 h 約 54,000 h

バックライト
自動消灯機能

常時点灯、任意設定

コントラスト調整 なし あり *2

輝度調整 あり *2 なし

表面シート 材質 : ポリカーボネート、0.3 mm

POWER ランプ
電源が供給されている状態で点灯（緑）

電池ケーブル接続時に電池電圧低下した状
態で点灯（橙）

MJ2 の切替識別
スライドスイッチ  下側 : RS-422（4 線式）

　　　　    上側 : RS-232C

項目 仕様

方式 アナログ抵抗膜方式

スイッチ分解能 1024（横）× 1024（縦）

機械的寿命 100 万回以上

表面処理 ハードコート、ノングレア処理 5%

項目 仕様

構成数 6 個

方式 デジタル抵抗膜方式

機械的寿命 100 万回以上
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1. 仕様 2-3

仕
様

インターフェース仕様

時計およびバックアップメモリ仕様

作画環境

項目 仕様

画面データ転送 / 外部接続用

シリアルインターフェース
（モジュラー  8 ピン : MJ1）

RS-232C、RS-422/485（2 線式）

ZM-1REC、バーコード、ZM-322ME、マルチリンク 2、PLC2Way、
ZM-Link などを接続

PLC 接続用

シリアルインターフェース
（モジュラー  8 ピン : MJ2）

RS-232C/RS-485（2 線式）、RS-422（4 線式）

調歩同期方式
データ長 : 7, 8 ビット

パリティ : 偶数、奇数、なし

ストップビット : 1, 2 ビット

伝送速度 : 4800, 9600, 19200, 38400, 57600, 76800, 115 kbps

プリンタ /CF カードリーダライ

タ接続用
USB ホストポート（USB-A）

A タイプ、USB 1.1

画面データ転送用
USB デバイスポート（USB-B） B タイプ、USB 1.1

項目 仕様

電池仕様 コイン型リチウム 1 次電池

バックアップメモリ SRAM    128 K バイト

バックアップ期間 約 5 年（周囲温度 25°C）

電池電圧低下検出機能 あり（内部メモリ割付）

カレンダ精度 月差  ±90 秒（周囲温度 25°C）

項目 仕様

作画方式 専用作画ソフトウェア

作画ツール

専用ソフトウェア名 : ZM-71S（Ver. 2.2.5.1 以降）

コンピュータ本体 : Pentium II 450 MHz 相当以上推奨
OS: Windows98/Me/NT Ver.4.0/2000/XP
ハードディスク容量 : 空き容量約 460 M バイト以上

（最小インストール時 : 約 105 M バイト）

ディスプレイ : 解像度 800 × 600 以上推奨
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表示機能仕様

* 他に次のフォントが使用できます。詳しくは『ZM-71S 取扱説明書（操作編）』『ZM-71S 追加説明書』を参照

してください。
ゴシック、英語 / 西欧ゴシック、英語 / 西欧明朝、中央ヨーロッパ言語、キリル言語、ギリシャ語、トルコ語

項目 仕様

表示言語 * 日本語 英語 / 西欧
 中国語

（繁体字） 
中国語

（簡体字）
 韓国語

表示可能
文字

1/4 角、半角 ANK コード Latin1 ASCII コード ASCII コード ASCII コード

全角 16 ドット JIS 第 1, 2 水準 − 中国語
（繁体）

中国語
（簡体）

ハングル
（漢字不可）

全角 32 ドット JIS 第 1 水準 − − − −

文字サイズ

1/4 角 : 8 × 8 ドット

半角 : 8 × 16 ドット

全角 : 16 × 16 ドットまたは、32 × 32 ドット

文字拡大率 : 横 1 ～ 8 倍      縦 1 ～ 8 倍

表示文字数

表示分解能 320 × 240

1/4 角 横 40 文字 × 縦 30 行

半角 横 40 文字 × 縦 15 行

全角 横 20 文字 × 縦 15 行

文字属性
表示属性 : 標準、反転、ブリンク、強調、彫刻

文字色 : 32,768 色 + ブリンク 16 色 / モノクロ 8 階調 + ブリンク

外字登録

日本語のみ設定可能
16 ドットフォント : 全角 16 × 16 ドット、63 個

32 ドットフォント : 全角 32 × 32 ドット、63 個

図形種類

直線系 : 直線、連続直線、矩形、平行四辺形、正多角形

曲線系 : 円、円弧、扇形、楕円、楕円弧

その他 : タイルパターン

図形属性

線種 : 直線 6 種（細線、太線、点線、1 点鎖線、破線、2 点鎖線）

タイル : 16 種（ユーザー側で 8 種設定可能）

表示属性 : 標準、反転、ブリンク

表示色 : 32,768 色 + ブリンク 16 色 / モノクロ 8 階調 + ブリンク

色の指定 : 表示色、背景色、境界色（線色）
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1. 仕様 2-5

仕
様

機能性能仕様

*1 設定メモリ数は 256/ 画面の制限があります。

*2 レイヤー : 1 画面に 4 枚（ベース画面、オーバーラップ 3 枚）

項目 仕様

登録画面数 最大 1024

画面メモリ FLASH メモリ  約 1,472 K バイト（フォントにより増加あり）

スイッチ 192/ 画面

スイッチ動作モード

セット、リセット、モーメンタリ、オルタネート、照光式
ファンクションスイッチとディスプレイ上スイッチの 2 カ所同時押し可

（マトリックスタイプの場合　ディスプレイ上スイッチの 2 カ所同時押し可）

ランプ
反転、ブリンク、図形の入れ替え
192/ 画面

グラフ
円・棒・パネルメータ・閉領域グラフ : 制限なし / 画面総使用量 256 K バイト以内 *1

統計・トレンドグラフ : 各 256/ レイヤー *2

データ設定

数値表示 制限なし / 画面総使用量 256 K バイト以内 *1

文字列表示 制限なし / 画面総使用量 256 K バイト以内 *1

メッセージ表示
表示分解能 : 最大半角 40 文字

制限なし / 画面総使用量 256 K バイト以内 *1

サンプリング
バッファデータをサンプリング表示
（定時サンプル、ビット同期、ビットサンプル、リレーサンプル、アラーム機能）

グラフィックライブラリ 最大 2560

マルチオーバーラップ 最大 1024

データブロック 最大 1024

メッセージ 最大 6144 行

パターン 最大 1024

マクロブロック 最大 1024

ページブロック 最大 1024

ダイレクトブロック 最大 1024

スクリーンブロック 最大 1024

帳票 最大 1024

スクリーンライブラリ 最大 1024

PLC2Way テーブル 最大 32

時刻表示 時刻表示機能 : あり

ハードコピー 画面ハードコピー機能 : あり

ブザー ブザー : あり    2 種（断続短音、断続長音）

自動消灯機能 常時点灯、任意設定

自己診断機能
スイッチのセルフテスト機能
通信条件等の設定状態確認機能
通信チェック機能



2-6 2. 外観・パネルカット
2. 外観・パネルカット

ZM-342D/T 本体外観図と寸法

（単位 : mm）
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• 側面図• 正面図

• パネルカット寸法

• 背面図

• 下面図
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2. 外観・パネルカット 2-7

仕
様

ZM-342D/T ＋ ZM-340EU 本体外観図と寸法

（単位 : mm）
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• 側面図• 正面図

• パネルカット寸法

• 背面図

• 下面図



2-8 3. 各部の名称とはたらき
3. 各部の名称とはたらき

ZM-342D/T

ZM-342D/T ＋ ZM-340EU

1. ディスプレイ

表示部です。

2. POWER ランプ (POWER)
電源が供給されている状態で緑色に点灯します。電池接続時に電池電圧低下した状態で橙色に点

灯します。

3. ファンクションスイッチ

RUN/STOP の切替、コントラスト調整、輝度調整、バックライトの ON/OFF（設定による）を

行います。また、RUN 中にはユーザースイッチとして使用することができます。
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3. 各部の名称とはたらき 2-9

仕
様

4. オプションユニット用コネクタ (CN1)
オプションユニット ZM-340EU を装着するコネクタです。

5. 電池ホルダ

SRAM および時計をバックアップするための電池が格納されています。

電池電圧低下の際は、交換用電池「ZM-300BT」と交換してください。

6. モジュラージャック (MJ1)
画面データ転送およびバーコード /ZM-1REC 等を接続するためのコネクタです。

7. モジュラージャック (MJ2)
PLC 接続するためのコネクタです。

オプションユニット ZM-340EU 装着時には、バーコード / シリアルプリンタ等を接続することも

可能です。

8. USB-B ( スレーブポート )
画面データ転送のためのコネクタです。

9. USB-A ( マスタポート )
プリンタおよび CF カードリーダライタを接続するためのコネクタです。

10. 電源入力端子台

ZM-342D/T に電源 （DC24 Ｖ）を供給するための端子台です。

11. 取付穴

ZM-342D/T を板金パネルに取り付ける際、取付金具を挿入する穴です。

12. ディップスイッチ

MJ1/MJ2 の RS-422/485 信号ラインの終端抵抗の設定をするディップスイッチです。

13. スライドスイッチ

MJ2 の RS-232C/RS-485 信号と RS-422 信号を切り替えるためのスイッチです。

14. 増設メモリ用コネクタ (MEMORY)（オプション）

オプションユニット「ZM-340EU」装着時に、オプションの増設メモリ「ZM-340EM」を装着す

るコネクタです。

15. PLC 通信コネクタ (CN1)（オプション）

オプションユニット「ZM-340EU」装着時に、ZM-342D/T と PLC または外部制御機器（パソコ

ン、カスタムコントローラ）を接続するコネクタです。

16. CF カード用コネクタ (CF)（オプション）

オプションユニット「ZM-340EU」装着時に、CF カードを装着するコネクタです。

17. 10BASE-T 用コネクタ (LAN)（オプション）

オプションユニット「ZM-340EU」装着時に、Ethernet 接続する際に使用するコネクタです。
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4. モジュラージャック (MJ1/MJ2)

モジュラージャック 1 (MJ1)

画面転送用ケーブルやバーコードリーダー、ZM-1REC、ZM-322ME などを接続するためのモジュ

ラーコネクタです。

モジュラージャック 1 のピン番号と信号名は下図のとおりです。

* 外部供給（+5 V）は MJ1、MJ2 いずれかの使用で最大 150 mA です。

ZM-71S の設定

1. モジュラージャック 1 の用途は ZM-71S で設定します。

2. ZM-71S の [ システム設定 ] → [ モジュラージャック ] をクリックすると、[ モジュラージャック ]
ダイアログが表示します。モジュラージャック 1 の用途を下記の中から設定します。

[ 下面図 ]

MJ1 ピン番号 信号名 内容

1 +SD/RD RS-485 + データ

2 −SD/RD RS-485 −データ

3 +5V 外部供給 +5 V
最大 150 mA4 +5V

5 SG
シグナルグランド

6 SG

7 RD RS-232C 受信データ

8 SD RS-232C 送信データ

12345678

*

モジュラージャック 1 備考

エディタポート P 2-16「画面転送」参照

カードレコーダ ZM-1REC を接続する場合に設定します。

バーコード P 2-16「バーコードリーダー接続」参照

ZM-322ME

マルチリンク
[ 通信パラメータ設定 ] の [ 接続形式 ] が [ マルチリン

ク 2] で、かつ [ 自局番 : 1] の場合設定します。

温調ネット /PLC2Way
ZM-Link

ラダーツール 「ラダー転送機能」を使用する場合に設定します。

Modbus 通信 Modbus  スレーブ通信を使用する場合に設定します。

プリンタ ( シリアルポート )
シリアルインターフェースを有するプリンタと接続
する場合に設定します。
P 2-17 参照
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仕
様

モジュラージャック 2 (MJ2 : ZM-342D/T 専用仕様 )

PLC と接続するためのモジュラーコネクタです。

MJ1 とは異なり、RS-422（4 線式）に対応します。

モジュラージャック 2 のピン番号と信号名は下図のとおりです。

*1 ピン番号 No. 1、2、7、8 の「RS-232C/RS-485」と「RS-422」の切替は、本体のスライドスイッチで行い

ます。
*2 外部供給（+5 V）は、MJ1、MJ2 いずれかの使用で最大 150 ｍA です。

オプションユニット（ZM-340EU）未装着時

MJ2 は PLC を接続するポートとして使用します。

スライドスイッチ

• MJ2 の信号レベルをスライドスイッチによって設定します。

配線について

詳しくは P 2-14 を参照してください。

MJ2 を使用する前に、必ずスライドスイッチの設定によって、RS-232C/RS-485（2
線式）で使用するか、RS-422（4 線式）で使用するか選択してください。

工場出荷時は「RS-422（4 線式）」が選択されています。

[ 下面図 ]

MJ2 ピン番号 スライドスイッチ 信号名 内容

1
上 +SD/RD RS-485 + データ

下 +SD RS-422 + 送信データ

2
上 −SD/RD RS-485 −データ

下 −SD RS-422 −送信データ

3
－－－ +5V 外部供給 +5 V

最大 150 mA4
5

－－－ SG シグナルグランド
6

7
上 RD RS-232C 受信データ

下 +RD RS-422 + 受信データ

8
上 SD RS-232C 送信データ

下 -RD RS-422 - 受信データ

12345678

*1

*1

*2

*1

*1

[ 側面図 ]

スライドスイッチ
上側 : RS-232C
          RS-485（2 線式）

下側 : RS-422（4 線式）
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接続不可機種

MJ2 で PLC 接続する場合、以下の機種とは接続不可です。

上記機種と接続する場合は、必ずオプションユニット「ZM-340EU」を装着し、Dsub25 ピンと PLC
で接続してください。

ZM-71S の設定

モジュラージャック 2 の用途は、ZM-71S で「オプションユニット：なし」を選択した時点で、自動

的に「PLC」ポートとなります。

* ただし、例外として、「オプションユニット：なし」で「PLC 機種：PLC 接続なし」を選択した

場合は、MJ2 は「オプションユニット：あり」の場合と同様の設定が可能です。

＜ MJ1 と MJ2 を使用した機能の併用について＞

「PLC 機種：PLC 接続なし」を選択した場合は、「オプションユニット：あり」の場合と同様に

MJ1/MJ2 の併用が可能です。可能な機能については P 2-13 の一覧表を参照してください。

オプションユニット（ZM-340EU）装着時

MJ2 は、バーコードリーダーなどを接続するためのポートとして使用します。ただし、MJ2 が

RS-422（4 線式）対応のため、MJ1 とは異なる注意点があります。

スライドスイッチ

• MJ2 の信号レベルをスライドスイッチによって設定します。

• RS-232C を選択する機能

バーコード、ラダーツール（ラダー転送）、プリンタ（シリアルポート）

• RS-485 を選択する機能

カードレコーダ 、ZM-322ME、マルチリンク 2

• 接続する機器、手段によって RS-232C/RS-485/RS-422 を選択する機能

PLC2Way、ZM-Link、Modbus 通信

配線について

詳しくは P 2-15 を参照してください。

メーカー名 PLC

三菱 FX シリーズ CPU（FX1、FX2）

日立 HIDIC H シリーズ　RS-232C

Siemens

S7-300MPI（HMI ADP）

S7-300MPI（PC ADP）

S7-300MPI（Helmholz SSW7 ADP）

[ 側面図 ]

スライドスイッチ
上側 : RS-232C
          RS-485（2 線式）

下側 : RS-422（4 線式）
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仕
様

ZM-71S の設定

1. モジュラージャック 2 の用途は ZM-71S で設定します。

2. ZM-71S の [ システム設定 ] → [ モジュラージャック ] をクリックすると、[ モジュラージャック ]
ダイアログが表示します。モジュラージャック 2 の用途を下記の中から設定します。

＜ MJ1 と MJ2 を使用した機能の併用について＞

: 同時に使用可能     : 同時に使用不可

モジュラージャック 2 備考

カードレコーダ   ZM-1REC を接続する場合に設定します。

バーコード P 2-16「バーコードリーダー接続」参照

ZM-322ME  

マルチリンク
[ 通信パラメータ設定 ] の [ 接続形式 ] が [ マルチリン

ク 2] で、かつ [ 自局番 : 1] の場合設定します。

温調ネット /PLC2Way
ZM-Link

ラダーツール 「ラダー転送機能」を使用する場合に設定します。

Modbus 通信 Modbus  スレーブ通信を使用する場合に設定します。

プリンタ ( シリアルポート )
シリアルインターフェースを有するプリンタと接続
する場合に設定します。
P 2-17 参照

MJ1
MJ2

マルチ
リンク 2

カード
レコーダ

バーコード ZM-322ME PLC2Way ZM-Link ラダー
ツール

Modbus
スレーブ
通信

プリンタ
（シリアル
ポート）

マルチ
リンク 2

カード
レコーダ

バーコード

ZM-322ME

PLC2Way

ZM-Link

ラダー
ツール

Modbus
スレーブ
通信

プリンタ
（シリアル
ポート）
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配線について

MJ1/MJ2 使用時の注意事項

MJ2 使用時の注意事項

MJ2 は、スライドスイッチにより、RS-232C/RS-485（2 線式）と RS-422（4 線式）が切り替わり

ます。

RS-232C/RS-485（2 線式）の場合は、MJ1 と同じ信号内容になります。

RS-422 の場合は、4 線式となります。

PLC 接続時

MJ2 ～ Dsub25 ピン変換ケーブル「ZM-340CC」+ 各社 PLC 用通信ケーブル（『ZM-340～380 ユー

ザーズマニュアル（PLC 接続編）』参照）で接続します。

• 相手機器が RS-232C の場合（例：三菱  A1SJ71UC24-R2）
* 必ずスライドスイッチは上側にします。

ZM-342D/T の MJ の金属シェルは SG です。

弊社製 MJ 用通信ケーブルのシールドは ZM-342D/T 内部において SG と接続されま

す。

＜ ZM-340CC を使用する＞

PLC

1

2

3

4

5

7

RD

SD

RS

CS

DR

SG

CD 1

2

3

5

6

7

8

FG

SD

RD

RS

CS

SG

MJ2

ZM-340CC

D-sub 25 pin (Male: 凸 )

D-sub 9 pin (Male: 凸 )

ZM シリーズ PLC 用通信ケーブル

*   FG 線

*   FG 線は本体のアース端子に接続します
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仕
様

• 相手機器が RS-422 の場合

* 必ずスライドスイッチは下側にします。

①例：三菱  QJ71C24

②例：三菱  A シリーズ CPU
MJ2 だけでなく MJ1 も使用した、ZM-342D/T 専用ケーブルを使用することで対応可能とな

ります。

MJ1 を別の機能で使用している場合は、上記の接続は不可能です。

別途、オプションユニットにて対応してください。

• 相手機器が RS-485 の場合

必ずスライドスイッチは上側にします。

PLC2Way/ZM-Link/Modbus スレーブ通信時

詳しい接続配線図は、技術相談窓口までお問い合わせください。

MJ2

ZM-340CC
PLC

SDA

SDB

SG

RDB

RDA

1

7

12

13

24

25

SG

+SD

-SD

+RD

-RD

FG

D-sub 25 pin (Male: 凸 )

ZM シリーズ PLC 用通信ケーブル

＜ ZM-340CC を使用する＞

*   FG 線

*   FG 線は本体のアース端子に接続します

MJ2

PLC

2

7

15

+RxD

SG

-RxD

16 -TxD

4 +DSR

17 -DSR

20

21

3 +TxD

MJ2

SG

SG

+SD

-SD

SHELL

5

1

2

+RD

-RD

7

8

MJ2

MJ1

MJ1

MJ1

SG

SG

+SD

-SD

SHELL

5

1

2

D-sub 25 pin (Male: 凸 )

RJ-45 8 pin
三菱   QnA CPU

RJ-45 8 pin

フェライトコア
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画面転送

• 画面転送はモジュラージャック 1 (MJ1) を使用します。

• ZM-71S で [ モジュラージャック 1] を [ エディタポート ] に設定した場合、RUN/STOP（ローカルメ

イン）の自動切り替えができるので、RUN 中でも画面転送ができます。

また、シミュレーションやオンライン編集でも自動切替ができます。

• [ モジュラージャック 1] を [ エディタポート ] 以外に設定した場合、必ず STOP（ローカルメイン）

にして画面転送をしてください。シミュレーションやオンライン編集はできません。

• 画面転送する際、パソコンと ZM-342D/T との接続には、弊社製の画面転送用ケーブル (ZM-80C)  
3 m をご使用ください。

バーコードリーダー接続

• ZM-342D/T のモジュラージャック (MJ1/2) にバーコードリーダーを接続すると、バーコードリー

ダーの信号を取り込むことができます。

• モジュラージャック (MJ1/2)とバーコードリー

ダーの接続には、弊社オプションのケーブル

(ZM-80BC) をご使用ください。

長さ 3 m
モジュラープラグ付き

• 接続に際しての注意

- CTS、RTS 制御を行っているバーコード

リーダーの場合は、RTS、CTS をジャン

パーしなければ正常に動作しない場合が

あります。

- 外部供給 +5 V は、最大 150 mA です。

（P 2-10 参照）

• ZM-41/70（旧シリーズ）で使用していたバーコードリーダーを使用する場合は、ZM-80BC に下

図のような結線で D-sub 9pin（凹）を接続してください。

12
34

56
78

茶 : +5V
赤 : 0V
橙 : RD
黄 : TD

Pin No
1
2
3
4
5
6
7
8
9

CS
RD
SD
RS

SG

+5V

12
34

56
78

RTS
TXD
RXD
CTS
SG
+5V

信号名

橙 : RD

信号名

* CTS-RTS 間

ジャンパーします。

黄 : SD

赤 : 0 V

茶 : +5 V

D-sub 9pin（凹）バーコードリーダー
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仕
様

プリンタ接続（シリアルプリンタ）

• シリアルインターフェース対応プリンタと接続する場合は、モジュラージャック (MJ1/MJ2) に接

続します。

• シリアルインターフェースとの接続ケーブルは、プリンタの仕様書を参照してください。

MJ1/MJ2 の信号は P 2-10 を参照してください。

• パラレルインターフェースを持っているプリンタと接続する場合は、市販のパラレル←→シリア

ル変換器をご用意ください。

接続ケーブルは、シリパラ変換器のシリアルコネクタ側が Dsub9 ピンのオスのコネクタの場合

は、弊社製 ZM-80C をご利用ください。

対応プリンタ機種

制御コード体系

• PR201 PC-PR201 シリーズで、かつ MS-DOS からの印刷が可能な機種

• ESC-P ESC/P24-J84、ESC/P-J84、ESC/P スーパー機能で、かつ MS-DOS から

の印刷が可能な機種

その他

• CBM292/293 シービーエム株式会社製 ラインサーマルパネルプリンタ

（画面のハードコピーはできません。）

• MR400 株式会社サトー製バーコードプリンタ「MR400 シリーズ」

（ハードコピーや帳票・サンプリングデータの印刷はできません。）

• EPSON PM シリーズ EPSON 製カラーインクジェットプリンタ「PM シリーズ」

（プリンタの型式については『ZM-71S 追加説明書』参照）

画面データの設定

[ システム設定 ] → [ プリンタ設定 ] → [ メイン ] タブ

• 種類：（任意のタイプを選択してください。）

• ポート：シリアルポート（MJ ポート）→ [ シリアルポート ] タブにて通信設定

           ↓
[ モジュラー参照 ] ボタン

           ↓

• モジュラージャック 1（または 2）
プリンタ（シリアルポート）

を設定します。

MJ
ZM-342D/T

プリンタ

ZM-80C

パラレル←→シリアル変換器

Dsub25 ピン←→ 9 ピン変換器

パラレルポート
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5. USB コネクタ

USB-A（USB ホストポート）

使用可能機器

プリンタ

• EPSON 製カラーインクジェットプリンタ「PM シリーズ」  USB ポート対応タイプ

* 詳しい型式は、『ZM-71S 追加説明書』を参照してください。

• パラレルインターフェース対応のプリンタ

プリンタ機種および使用可能な印刷機能は、シリアルプリンタの場合（P 2-17 参照）と同様で

す。

CF カードリーダライタ

推奨品は以下のとおりです。

USB-HUB

• 上述の「プリンタ」と「CF カードリーダライタ」を同時に使用するための、USB-HUB も使用可

能です。詳しくは P 2-19「USB-HUB について」を参照してください。

接続ケーブル

• 各接続機器（プリンタ /CF カードリーダライタ）に付属のケーブルをご使用ください。

[ 下面図 ]

[ 拡大図 ]

メーカー名 型式

アイ・オー・データ機器 USB-CFRW
TDK U2RW03CF
ELECOM MR-UCF1SV

USB-A

USB-B

C F R W

96MB

ZM-342D/T

プリンタUSB ケーブル

CF カードリーダライタ
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• パラレルインターフェース対応プリンタと接続する場合は、市販のパラレル←→ USB ケーブル

（推奨品：ELECOM 製 UC-PGT）をご使用ください。

画面データの設定

プリンタの場合

[ システム設定 ] → [ プリンタ設定 ] → [ メイン ] タブ

• 種類：（任意のタイプを選択してください。）

• ポート：USB ポート

CF カードリーダライタの場合

[ システム設定 ] → [ 本体設定 ] → [ オプションユニット ] タブ

• [ □ USB CF カードリーダライタを使用する ]：チェックあり

USB-HUB について

プリンタと CF カードリーダライタを同時に使用する場合に、USB-HUB を使用することができま

す。

* USB 対応 PM プリンタだけでなく、パラレルプリンタも接続可能です。

（ただし、ZM-342D/T で使用可能なパラレルプリンタで、かつ市販のパラレル←→ USB ケー

ブル（推奨品：ELECOM 製 UC-PGT）をご使用いただいた場合に限ります。）

USB-A

ZM-342D/T

プリンタパラレル～ USB ケーブル

パラレルポート

USB-A

USB-B

C F R W

96MB

ZM-342D/T

プリンタ *

USB-HUB

CF カードリーダライタ
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推奨 USB-HUB

弊社で動作確認済みの USB-HUB は以下のとおりです。

* USB 2.0 対応 USB-HUB を接続可能ですが、ZM-342D/T 本体の USB ポートは USB 1.1 対応で

す。

注意事項

• USB-HUB に同時に 2 台以上の CF カードリーダライタは使用できません。

異なるメーカーや型式であっても、併用はできません。

2 台以上接続した場合は、最初に接続した 1 台を認識します。

• USB-HUB に同時に 2 台以上の USB 接続のプリンタは使用できません。

異なるメーカーや型式であっても、併用はできません。

2 台以上接続した場合は、最初に接続した 1 台を認識します。

• ZM-342D/T 本体に接続可能な USB-HUB は、最大 2 台（＝最大 2 段）までです。

ただし、1 台よりも 2 台の方が、動作のパフォーマンスは低下しますので、ご注意ください。

• ZM-342D/T 本体に接続中の USB-HUB を、USB-HUB 付属の電源アダプタで動作させている際に、

電源アダプタの電源を OFF したり、電源アダプタと USB-HUB を接続しているコネクタを外さ

ないでください。

万が一、電源アダプタの電源を OFF したり、接続を外すと、ZM-342D/T 本体の供給電源が不足

して、再起動を繰り返すなどの不定な動作を起こす場合があります。

• ZM-342D/T本体にUSB-HUBを2台接続する場合、USB-HUBの電源は、各USB-HUB付属の電源ア

ダプタから供給してください。

また、USB-HUB を 1 台だけ接続する際も、USB-HUB に電源アダプタが付属されている場合は、

電源は付属の電源アダプタから供給してください。

メーカー名 型式 備考 *

ELECOM U2H-Q4SBS USB 2.0 対応

ELECOM UH-A4SID USB 1.1 対応

Arvel H415US2-LV USB 2.0 対応

Arvel H413US-BL USB 1.1 対応
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5. USB コネクタ 2-21

仕
様

USB-B（USB デバイスポート）

USB によって画面転送を行うためのコネクタです。

* USB-B（USB デバイスポート）を使って画面データの転送を行うには、必ずパソコン側で液晶

コントロールターミナル専用 USB ドライバをインストールします。方法については後述の

「USB デバイス用ドライバのインストール手順」参照してください。

* Windows98 で USB を使用する場合は、Windows98 Second Edition 以降でお使いください。

接続ケーブル

市販の USB ケーブルをご利用ください。

USB デバイス用ドライバのインストール手順

例として、WindowsXP 上でのインストール手順を説明します。

1. 電源を投入している ZM-342D/T の USB-B ポートと、起動しているパソコンを USB ケーブルで

接続します。

2. パソコン上に「新しいハードウェアが見つかりました」とメッセージが出た後で、ドライバのイ

ンストールウィザードが表示されます。

[ 下面図 ]

[ 拡大図 ]

USB-AUSB-B

RESET

disc

ZM-342D/T パソコンUSB ケーブル



2-22 5. USB コネクタ
3. [ 一覧または特定の場所からインストールする（詳細）] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。

4. 以下のダイアログが表示されたら、[ 検索しないで、インストールするドライバを選択する ] を
選択し、[ 次へ ] をクリックします。

5. 以下のダイアログが表示されます。[ 次へ ] をクリックします。

6. 以下のダイアログが表示されます。[ ディスク使用 ] をクリックします。

7. [ フロッピーディスクからインストール ] ダイアログが表示されます。[ 参照 ] をクリックします。
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5. USB コネクタ 2-23

仕
様

8. ZM-342D/T 用 USB ドライバ「OP-U.inf」は、ZM-71S のインストールフォルダ（例「ZM71S」）
内の「inf」フォルダ内に自動的に格納されています。

ここで、その「OP-U.inf」ファイルを選択し、[ 開く ] をクリックします。

9. 以下のように、元のダイアログに戻ります。[ 製造元のファイルのコピー元 ] のパスを確認した

上で [OK] をクリックします。

10. 以下のダイアログが表示されます。[ モデル ] 欄に [Operation Panel USB Driver] と表示されてい

ることを確認し、[ 次へ ] をクリックします。



2-24 5. USB コネクタ
11. インストールが開始されます。

12. 以下のダイアログが表示されたら、インストールは完了です。[ 完了 ] をクリックしてください。

USB ドライバの認識

正常にドライバがインストールされた場合、ZM-342D/T と USB ケーブルで接続した状態で、[ デバ

イスマネージャ ] において、以下のように、「Operation Panel - Operation Panel USB Driver」と表示

されます。

この項目は USB の接続を中止すると消えます。

USB 接続しているにも関わらず、この項目が「不明なデバイス」と出ていたり、「?」マークで表示

されている場合は、正常に USB ドライバが認識されていない可能性があります。一旦、USB ドライ

バを削除し、再度、インストールを実行してください。
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6. Dsub 25 ピンコネクタ (CN1)（オプション） 2-25

仕
様

6. Dsub 25 ピンコネクタ (CN1)（オプション）

オプションユニット ZM-340EU 装着時、CN1 接続が可能となります。

シリアルコネクタ

PLC との通信 (RS-232C、RS-422/485) にシリアルコネクタ (CN1) を使用します。

ピン番号と信号名は下図のとおりです。ZM-300 シリーズの CN1 と同じインターフェースです。

推奨コネクタは下記のとおりです。

CN1（Dsub 25pin 凹） ピン番号 信号名 内容

1 FG フレームグランド

2 SD RS-232C 送信データ

3 RD RS-232C 受信データ

4 RS RS-232C RS 送信要求

5 CS RS-232C CS 送信可

6 未使用

7 SG シグナルグランド

8 未使用

9 +5V 使用不可

10 0V 使用不可

11 未使用

12 +SD RS-422 送信データ (+)

13 −SD RS-422 送信データ (−)

14 +RS RS-422 RS 送信データ (+)
15 未使用

16 未使用

17 −RS RS-422 RS 送信データ (−)

18 −CS RS-422 CS 受信データ (−)

19 +CS RS-422 CS 受信データ (+)
20 未使用

21 − 使用不可

22 − 使用不可

23 未使用

24 +RD RS-422 受信データ (+)

25 −RD RS-422 受信データ (−)

推奨コネクタ DDK 製  17JE23250-02 (D8A) Dsub25 ピン / オス / ミリネジタイプ / フード付き

ZM-340EU

1 14

13

25



2-26 7. 10BASE-T (LAN)（オプション）
7. 10BASE-T (LAN)（オプション）

オプションユニット ZM-340EU 装着時、10BASE-T（LAN）接続が可能となります。

10BASE-T 用コネクタ 

Ethernet 接続する際に使用します。

LAN（10BASE-T）のピン番号と信号名は下図のとおりです。

[ 下面図 ]
ZM-340EU

MJ1/2 および LAN のコネクタは共に 8Pin モジュラージャックです。

銘板を確認し、誤挿入しないように注意してください。

LAN ピン番号 信号名 内容

1 TX+ Ethernet 送信信号 (+)

2 TX- Ethernet 送信信号 (−)

3 RX+ Ethernet 受信信号 (+)
4 NC 未使用

5 NC 未使用

6 RX− Ethernet 受信信号 (−)
7 NC 未使用

8 NC 未使用

12345678
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7. 10BASE-T (LAN)（オプション） 2-27

仕
様

配線について

ケーブル配線図

ケーブルについて

ケーブルはメーカー推奨品をご使用ください。

本体 LAN ポート使用時は、電源ケーブルと LAN ケーブルはできるだけ距離を離して

設置してください。

ZM-340EU

ZM-300ZM-342D/TPLC

HUB

HUB

UTP ケーブル

ストレートまたはクロス
（詳しくは HUB の仕様書をご覧ください。）

ノード

ノード
ノードと HUB 間の距離 : 最長 100 m
ネットワーク最大ノード数 : 100 台

UTP ケーブル

ストレート

Ethernet
ユニット

ストレート

（HUB 使用）

クロス

（HUB 不使用）

10BASE-T
RJ-45 8Pin

1
2
3

6
4
5
7
8

1
2
3

6
4
5
7
8

10BASE-T
RJ-45 8Pin

1
2
3

6
4
5
7
8

3
6
1

2
5
4
8
7

10BASE-T
RJ-45 8Pin

10BASE-T
RJ-45 8Pin

* シールドなしツイストペア線 * シールドなしツイストペア線

推奨ケーブル 10BASE-T 各社 :  ツイストペアケーブル  カテゴリー 5



2-28 8. CF カード
8. CF カード

推奨 CF カード

CompactFlashTM 準拠の CF カードが使用できます。

弊社で動作確認している CF カードの種類は以下のとおりです。

メーカー名 型式 容量

サンディスク

SDCFB-64-505 64 MB

SDCFB-xxxx-801

32 MB
64 MB
96 MB
128 MB
192 MB
256 MB
384 MB
512 MB

1 GB

アイ・オー・データ機器

CFS-32MA 32 MB

CFS-xxMX

32 MB
64 MB
128 MB
256 MB

CFS-xxM(HI)

32 MB
64 MB
128 MB
256 MB
512 MB

CFS-iVxxx

32 MB
64 MB
128 MB
256 MB
512 MB

ハギワラシスコム HPC-CFxxZX 32 MB

メルコ RCF-XX

64 MB
128 MB
256 MB
512 MB
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8. CF カード 2-29

仕
様

CF カードの装着先

USB ポートを使う場合

推奨品は以下のとおりです。

オプションユニットを使う場合

オプションユニット ZM-340EU の CF コネクタに装着します。

メーカー名 型式

アイ・オー・データ機器 USB-CFRW
TDK U2RW03CF
ELECOM MR-UCF1SV

C F R W

96MB

USB-A

ZM-340EU



2-30 8. CF カード
CF カードの着脱方法

USB ポートを使う場合

各 CF カードリーダライタの説明書の指示に従ってください。

オプションユニット ZM-340EU を使う場合

1. 下図のように本体裏からみて、カード裏面が手前になるように、カードをしっかり差し込んでく

ださい。

2. カードを取り出す時は、イジェクトボタンを押します。カードが飛び出します。

CF カード取り扱い上の注意

1. ZM-340EU（ZM-342D/T）で認識できる CF カードは、ファイルシステム「FAT」タイプです。

「FAT32」でフォーマットされている CF カードは認識できません。

2. アクセス中に CF カードの抜き差しを行わないでください。CF カード内のデータが破損する可

能性があります。CF カードの抜き差しは「ローカルメイン」画面が表示されている状態ならば

いつでも可能です。稼働中での CF カードの抜き差しは、CF カードにアクセス中でないことを

確認の上行ってください。CF カード内のデータの破損、CF カードの故障の原因となります。

ただし、「ローカルメイン」画面から「カード転送メニュー」スイッチを押し、CF カードの操作

画面に入った際の CF カードの抜き差しはできません。

3. CF カードのアクセス中に本体電源の入り切りは行わないでください。

4. CF カードのバックアップは定期的に行ってください。

5. 万一ディスクエラーとなり、データの読み出し / 書き込みができなくなった場合は Windows に

てスキャンディスクを実行し、ディスクを復旧させてください。

それでも復旧しない場合は、フォーマットを行ってください。なお、フォーマットを行うとデー

タは完全に消去されます。（スキャンディスク、Windows の操作については Windows のマニュ

アルを参照してください。）

6. CF カードは書き込み回数に制限（約 30 万回）があります。

このため短い周期で CF カードへの書き込みを行うと CF カードの寿命に影響があります。サン

プリングデータの保存に使用する場合はサンプリング時間の設定に注意してください。また、サ

イクルマクロで常時書き込みするような使用は避けてください。

カードの裏面

カードを差し込むと 
イジェクトボタンが 
突き出ます。

2.
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2-312-312-312-312-31

仕
様

9.　周辺機器

9.9.9.9.9.　　　　　               周辺機器周辺機器周辺機器周辺機器周辺機器

9-1.9-1.9-1.9-1.9-1.　　　　　               オプションユニット（オプションユニット（オプションユニット（オプションユニット（オプションユニット（ZM-340EUZM-340EUZM-340EUZM-340EUZM-340EU）））））

オプションユニットZM-340EUは、液晶コントロールターミナルZM-340シリーズ（ZM-342D/T）にて、
CFカード､増設メモリ（ZM-340EM）を使用するため、およびEthernet接続､プログラマブルコント
ローラ（以下､PLC）とDsub25ピンで接続するためのユニットです。

　＊ Ethernetは米国XEROX社の登録商標です。

ZM-340EUの「各部のなまえとはたらき」を示します。

21.5

12
8.
8

102.7

12
8.
8

102.7

① 

② 

⑤ 

④ 

③ 

（単位：mm） 

① CFカード用コネクタ（CF）
　 CFカードを装着するコネクタです。⇒ P 2-28～2-30 参照
② 増設メモリ用コネクタ（MEMORY）
　 増設メモリ（ZM-340EM）を取り付けるコネクタです。
　 ZM-340EMの取付手順等については、P 2-33を参照願います。
③ ディップスイッチ
　 RS-422/485接続時の終端抵抗を設定します。⇒P 4-5 参照
④ PLC通信コネクタ（CN1）
　 ZM-342D/TとPLCまたは外部制御機器と接続するコネクタです。⇒ P 2-25 参照
⑤ 10BASE-T用コネクタ（LAN）
　 Ethernet接続する際に使用するコネクタです。⇒ P 2-26 参照



2-322-322-322-322-32 9.　周辺機器

■取付方法

CN1

M3×12

FG線 

（拡大図） 

ZM-340EU側FG

M3×8

M3×8

A

ZM-340EUは、下記手順でZM-342D/Tに取り付けてください。

1. ZM-342D/Tの電源をOFFします。
2. ZM-342D/T裏面のオプションユニット用コネクタ（CN1）の“コネクタカバーシール”をはがします。
3. ZM-340EUの取付用ネジ穴３箇所をZM-342D/Tのネジ穴３箇所と合わせて、ZM-340EUのＡの２箇
所を上 から軽く押します。コネクタがしっかり勘合したことを確認してください。

4. ZM-340EU付属の取付ネジ３個でZM-340EUをZM-342D/Tに固定します。取付ネジは長さによって
上図のように使用箇所が決まります。間違いのないようご注意ください。また、必ずZM-340EU側
の FGとZM-342D/T側のFGを、付属のFG線で接続してください （拡大図）。
取付ネジは締付トルク: 0.3～0.5 N･mで均等に締め付けてください。

ZM-342D/Tに取付時の外形寸法図は、P 2-7を参照願います。

■仕様

ZM-340EUの一般仕様は次のとおりです。

用途 
 
電源 
動作周囲温度 
保存周囲温度 
相対湿度 
使用雰囲気 
外形寸法  W×H×D (mm) 

付属品 

Ethernet 10BASE-T、CFカードインターフェース、 
PLC通信ポート（Dsub 25ピン）対応ユニット 

DC5V（ZM-342D/T本体より供給） 
0～＋50℃ 
－10～＋60℃ 
結露なきこと 
腐食性ガスがなく、導電性のじんあいがないこと 
102.7×128.8×21.5 

取付ネジ ３個（M3×8 ･･２個、M3×12･･１個） 
FG線 １本、取扱説明書 １部 

項　　　目 仕　　　　　様 
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2-332-332-332-332-33

仕
様

9.　周辺機器

9-2.9-2.9-2.9-2.9-2.　　　　　               増設メモリ（増設メモリ（増設メモリ（増設メモリ（増設メモリ（ZM-340EMZM-340EMZM-340EMZM-340EMZM-340EM     ）））））

　　    対応機種（液晶コントロールターミナルの形名）

ZM-340シリーズ ZM-342D、ZM-342T

ZM-340EMは、ZM-342D/Tに実装するZM-340EU（オプションユニット）に取り付けて使用します。

増設メモリZM-340EMは、液晶コントロールターミナルZM-340シリーズ（ZM-342D/T）の画面データ記
憶メモリを増設（４Ｍバイト）するための基板です。

■取付方法

ZM-340EMは、ZM-340EUの増設メモリ用コネクタ（MEMORY）に、下記手順で取り付けてください。
取付けの際は、人体に溜まっている静電気を放電して行ってください。

1. ZM-342D/Tの電源をOFFします。

2. 下図のように、カバーの を押さえながらスライドして、カバーを外します。

3. ZM-340EMを装着部のつめに合うように真上からはめ込み、コネクタ部をしっかりと押さえます。

4. 外したカバーをカチッと音がするまで、しっかりとスライドさせ、はめ込みます。
5. ZM-340EMがセットされていれば、ZM-342D/Tの「通信パラメータ」画面にて「画面データ容量」
の容量が、増設する前に比べて４Ｍバイト増加された容量になります。

【ZM-340EUの裏面】 

を押さえながらスライドさせる 

装着部のつめに 
　合わせる 

真上からはめ込み、 
コネクタ部を押さえる 

つめ 



2-342-342-342-342-34 9.　周辺機器

■取外し方法

ZM-340EMは下記手順で取り外してください。取外しの際は、人体に溜まっている静電気を放電し
て行ってください。
1. ZM-342D/Tの電源をOFFします。
2. ZM-340EU（ZM-342D/Tに実装）のMEMORYのカバーを外します。
3. ZM-340EMのコネクタ側に指を入れ、ZM-340EMを引き上げて外します。

4. 外したカバーをカチッと音がするまで、しっかりとスライドさせ、はめ込みます。

指を間に入れ、引き上げる 

■ZM-71Sの設定

1. 画面作成ソフトZM-71Sにおいて［システム設定(A)］の［本体設定(S)....］を選択すると、［本体設
定］ダイアログが表示されます。

2. 切替メニュー［増設メモリ］をクリックし、【サイズ】を４Ｍに設定します。

留　意　点

・ZM-71Sは、バージョンがVer.2.2.5.1以降を使用してください。

■仕様

● 外形寸法

メモリ種別 
メモリ容量 
用途 
電源 
使用周囲温度 
使用周囲湿度 
使用雰囲気 
保存温度 
外形寸法（mm） 
付属品 

フラッシュメモリ 
４Ｍバイト 
画面データ容量増設 
DC3.3V（ZM-342D/Tより供給） 
0～＋50℃ 
結露なきこと 
腐蝕性ガス、導電性じんあいなきこと 
－10～＋60℃ 
70×46 
取扱説明書１部 

項　　　目 仕　　　　　様 

70
（単位：mm） 

46
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2-352-352-352-352-35

仕
様

9.　周辺機器

9-3.9-3.9-3.9-3.9-3.　　　　　               変換ケーブル（変換ケーブル（変換ケーブル（変換ケーブル（変換ケーブル（ZM-340CCZM-340CCZM-340CCZM-340CCZM-340CC）））））

ZM-340シリーズ（ZM-342D/T）のMJ2（モジュラージャック２）で、PLCとRS-232CまたはRS-422
（４線式）で１：１接続する際に使用します。

ZM-340
MJ2

PLC

モジュラー8pin

87 6 5 4 3 2 1

1:1接続用ケーブル * 
 　　RS-232C, RS-422

ZM-340CC

D-sub 25pin
（凹、ミリネジ） 

D-sub 25pin
（凸、ミリネジ） 

0.3m± 10mm

金属シェル 

FG線 

0.4m± 10mm

・ZM-340CCのモジュラーの金属シェルは、ZM-342D/TのSGに接続されます。
・ZM-340CCのFG線は、ZM-342D/Tの電源端子にあるアース端子（FG）に接続してください。

* 1:1 接続ケーブルの配線については、ZM-340 ～ 380 ユーザーズマニュアル
（PLC接続編）を参照願います。

MJ2へ 

ZM-340裏面 

ZM-340CC

FG線 
24 VDC



2-362-362-362-362-36 9.　周辺機器

9-4.9-4.9-4.9-4.9-4.　　　　　               ターミナルコンバータ（ターミナルコンバータ（ターミナルコンバータ（ターミナルコンバータ（ターミナルコンバータ（ZM-1TCZM-1TCZM-1TCZM-1TCZM-1TC）））））

ターミナルコンバータZM-1TCは、ZM-340～380／ZM-42～82シリーズとPLC間を、RS-422/485の
端子台で接続する場合に使用します。（ZM-340シリーズのとき、ZM-340EU装着時に使用可能）

■ 外形寸法

■ 取付方法

1. ZM-340～380／ZM-42～82シリー
ズ本体の電源がOFFになっている
ことを確認します。

2. ZM-340～380／ZM-42～82シリー
ズ本体のシリアルコネクタ（CN1）
にZM-1TCを取り付けます。

3. ZM-1TCのユニット取付ネジで固定
します。

《 端子ネジ、ユニット取付ネジの締付 》

下表の値の範囲で使用してください。

・締め付けすぎるとパネル面が変形するおそれがあります。

TB1

SW1

CN1 ユニット取付ネジ 

ユニット取付ネジ 

ZM-1TC（ターミナルコンバータ） 

ZM-340シリーズ 
＋ZM-340EUの場合 
（裏面） 

ネジの箇所 

I/O,I/F端子台端子ネジ 

ネジサイズ 

M3

締付トルク（N・m） 圧着端子（単位：mm） 

0.49 5.9MAX 5.9MAX

ユニット取付ネジ M2.6 0.1～0.2

34.7 25

65
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仕
様

9.　周辺機器

■ 接続方法

《 RS-422通信ケーブルとの配線 》

・ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）で４線式、２線式を選択します。
・SGがある場合は接続してください。
・シールド線は、FGに接続してください。
・終端抵抗はZM-340～380／ZM-42～82本体背面のディップスイッチで設定し
ます。

・配線を終えたら必ずZM-1TCに付属のカバーを取り付けてください。

TB1

SW1

+RD
-RD

-SD

FG

+SD

SG

（up…four-wire） 

ZM-1TC

1対 1通信の場合

◇4線式 ◇2線式

マルチリンクの場合

◇2線式（PLC側でジャンプしなくてはいけない場合）

◇2線式（PLC側でジャンプしなくてもよい場合）

SW1（上 : 4線式 , 下 : 2線式）

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC
PLCの 

リンクユニットの 
RS422ポートへ 

送信データ(+)

送信データ(-)

受信データ(+)

受信データ(-)

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC
PLCの 

リンクユニットの 
RS422ポートへ 

送･受信データ(+)

送･受信データ(-)

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC
PLCの 

リンクユニットの 
RS422ポートへ 信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC

送･受信データ(+)

送･受信データ(-)

終端抵抗 
(OFF)

終端抵抗 
(OFF)

終端抵抗 
(ON)

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC
PLCの 

リンクユニットの 
RS422ポートへ 信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC

信号名 

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド 

SG

ZM-1TC

送信データ(+)

送信データ(-)

受信データ(+)

受信データ(-)

終端抵抗 
(OFF)

終端抵抗 
(OFF)

終端抵抗 
(ON)



2-382-382-382-382-38 9.　周辺機器

9-5.9-5.9-5.9-5.9-5.　　　　　               増設増設増設増設増設 I/O I/O I/O I/O I/Oユニット（ユニット（ユニット（ユニット（ユニット（ZM-322MEZM-322MEZM-322MEZM-322MEZM-322ME）））））

増設I／OユニットZM-322MEは、ZM-340～380シリーズおよびZM-42/43/52/72/82シリーズの下記機種
（以下､ZMシリーズ）において、モジュラージャック接続で使用する外部増設入出力ユニット（入力
16点､出力16点）です。
ZM-322MEを使用すると、ZMシリーズ本体の周辺に配置されたセンサー･アクチュエータの配線を、
ZMシリーズ本体で中継して、プログラマブルコントローラ（PLC）に接続でき、省力化を図れます。
PLC側からのI／Oアドレスは、画面作成ソフトZM-71Sで任意のアドレスを設定できます。

　　　　　対応機種（液晶コントロールターミナルの形名）

ZM-300シリーズ

ZM-340 シリーズ
ZM-350シリーズ
ZM-360シリーズ

ZM-370シリーズ

ZM-380シリーズ

ZM-342D、ZM-342T
ZM-352D
ZM-362S、ZM-362SA
ZM-371T、ZM-371TA、ZM-371S、ZM-371SA、ZM-371TL
ZM-372T、ZM-372TA、ZM-372S、ZM-372SA
ZM-373TA、ZM-373TL
ZM-381S、ZM-381SA
ZM-382S、ZM-382SA
ZM-383S、ZM-383SA
ZM-42D、ZM-42L
ZM-43T、ZM-43D、ZM-43L
ZM-52D
ZM-72T、ZM-72TS、ZM-72D
ZM-82T

ZM-42シリーズ
ZM-43シリーズ
ZM-52シリーズ
ZM-72シリーズ
ZM-82シリーズ

■ 使用上のご注意

・ZM-322MEは、リンクユニット等の通信モジュールを使用しているため、高速･緊急･危険性（非常停
止など）を伴う用途には使用できません。

・ZM-72/82シリーズでは、ZM-322M（増設I／Oユニット：内蔵型）との併用はできません。使用目的
に合わせて、どちらか一方のみを使用してください。
なお、ZM-322MはZM-340～380､ZM-42/43/52シリーズでは使用できません。
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仕
様

9.　周辺機器

■ 取付／接続方法

（１）取付方法
ZM-322MEの取付穴（４ヶ所）を取付部に、取付ネジ（推奨サイズ：Ｍ３）で固定します。

　● ZM-322MEの外形図

（２）接続方法
「ZM-322MEのモジュラージャックMJ1」と「ZMシリーズ本体のMJ1（MJ2）」を、専用ケーブ
ル（付属品：２ｍ）で接続します。
・ZMシリーズ側をMJ1に接続する場合は、ZMシリーズ本体のディップスイッチDIPSW6をON
に設定してください。

モジュラージャック（MJ1またはMJ2）に接続

ZM-340～380シリーズ、
ZM-42/43/52/72/82シリーズ（対応機種）本体

取付穴（2ヶ所）

取付穴（2ヶ所）

専用ケーブル（付属品）

I／O端子台

ZM-322ME

（単位：mm）



2-402-402-402-402-40 9.　周辺機器

■ 配線方法

ZM-322ME（I／O端子台）の配線に関して、端子ネジ･端子台配列･入出力回路は以下のとおりです。

（１）端子ネジ

（２）端子台配列
I／O端子台の配列は、次のとおりです。

   ・上図を参考にして配線を行ってください。

（３）入出力回路
I／O端子の回路図（仕様）は、次のとおりです。

      ● 入力回路

ネジサイズ
Ｍ３

I／O端子台
の端子ネジ

締付トルク
0.3～ 0.5（N･m）

圧着端子の幅
最大6.2（mm）

　　項　目
入力点数
コモン点数
入力形式
入力電圧
ON電圧
OFF電圧
最大許容電圧
許容リップル率
絶縁方式
入力インピーダンス
入力電流

　　　　　仕　様
16点
１点（16点あたり１コモン）
無電圧接点NPNタイプ（＋コモン方式）
DC12～24V
9.6～ 30 V
0～3.6 V
DC30V
５％以下
フォトカプラ絶縁
３kΩ
５～７mA
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仕
様

9.　周辺機器

● 出力回路

　　項　目
出力点数
コモン点数
出力形式
定格電圧
最大負荷電流

出力遅延時間

残留電圧
OFF時の漏洩電流
絶縁方式

　　　　　　仕　様
16点
２点（８点単位で独立）
トランジスタ シンク出力（－コモン方式）
DC12～24V
50 mA
OFF → ON：最大１ms以下
ON→ OFF：最大１ms以下

1.7 V
最大0.1 mA
フォトカプラ絶縁



2-422-422-422-422-42 9.　周辺機器

■ ZM-71Sの設定

ZM-322MEを使用時には、画面作成ソフトZM-71Sにて、ポートとメモリを次のように設定してくださ
い。

（１）ポート設定
［モジュラージャック１］または［モジュラージャック２］を、［増設I／O］に設定してください。

（２）メモリ設定
［DIO 入力メモリ］、［DIO 出力メモリ］のメモリを設定してください。
・入力メモリは［IN 0～15］、出力メモリは［OUT 0～15］に対応します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ P 2-40の端子台配列を参照

■ 仕　様

ZM-322MEの一般仕様は次のとおりです。（入出力仕様 ⇒ P 2-40､P 2-41参照）

留　意　点

定格電圧 
消費電流 
突入電流 
耐電圧 
絶縁抵抗 
使用周囲温度 
保存周囲温度 
相対湿度 
使用雰囲気 

耐振動 
 
耐衝撃 
 
耐ノイズ 

耐静電気放電 
 
アース 
外形寸法W×H×D（mm） 
取付寸法W×H（mm） 
冷却方式 
質量 
ケース色 
 

電
源 
物
理
的
環
境 

機
械
的 

稼
動
条
件 

電
気
的 

稼
動
条
件 

接
地
条
件 

付属品 

DC24V±10％ 
最大60mA 
最大1.5A（200 ） 
DC外部端子とFG間：AC500V、１分間 
DC500Vにて10MΩ以上（DC24V外部端子～ケース間） 
0～＋50℃ 
－10～＋60℃ 
35～85％RH以下（ただし、結露無きこと） 
腐食性ガスがなく、塵埃がひどくないこと 
 
 
 
 
1500Vp-p、1μs（ノイズシュミレータによる電源ライン～FG間） 

IEC1000-4-2に準拠：接触６kv、気中８kv 
 
Ｄ種接地 
182（188 ）×90×36 
158×83 
自然空冷 
500ｇ 
マンセル5Y3/0.5（ダークグレー）底板部は塗装なし 

項　　目 仕　　様 

振動周波数：10～150Hz 、 加速度：9.8m/s2 
X,Y,Z ：３方向　各１時間 

パルス波形：正弦半波、ピーク加速度：147m/s2 

X,Y,Z ：３方向　各６回 

・専用ケーブル（ZMシリーズのMJ1またはMJ2と増設I／Oユニッ 
　トのMJ1を接続するケーブル：２m） 
・取扱説明書 １部 

・ZM-71Sは、ソフトバージョンがVer.2.0.0.0以降を使用してください。
 （ZM-373TA/371TL/373TL､ZM-383S/383SAのとき、Ver.2.1.0.0以降）
 （ZM-342D/Tのとき、Ver.2.2.5.1以降）
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仕
様

9.　周辺機器

画面データのバックアップやメモリマネージャ機能／データロンギング機能での記録に使用します。

■ メモリカードコネクタ
下記のSRAMおよびフラッシュメモリカードが使用できます。
（JEIDA Ver4.0準拠、参考メーカー：ITTキャノン）

■ 状態表示LED
SRAMカードの電池電圧の状態を表示します。
　緑：電池電圧正常
　赤：電池電圧異常

■ モジュラコネクタ
付属のケーブルでZM-340～380／ZM-42～ 82シリーズ本体と接続します。

■ ACアダプタコネクタ
ZM-1RECの電源を外部より供給する場合、ACアダプタを接続します。

92

状態表示LED
メモリカードコネクタ 

94

ACアダプタコネクタ モジュラコネクタ 

25

SRAMカード 

フラッシュメモリカード 

256K、512K、1M、2M、4Mバイト 

256K、512K、1M、2M、4M、16Mバイト 

 

9-6.9-6.9-6.9-6.9-6.　　　　　               カードレコーダー（カードレコーダー（カードレコーダー（カードレコーダー（カードレコーダー（ZM-1RECZM-1RECZM-1RECZM-1RECZM-1REC）））））



2-442-442-442-442-44 9.　周辺機器

9-7.9-7.9-7.9-7.9-7.　　　　　               画面転送用ケーブル（画面転送用ケーブル（画面転送用ケーブル（画面転送用ケーブル（画面転送用ケーブル（ZM-80CZM-80CZM-80CZM-80CZM-80C）））））

ZM-80CはZM-340～380／ZM-42～82シリーズおよびZM-41/70シリーズとパソコン間の画面デー
タ転送用のケーブルです。使用の際には、Windows版画面作成ソフトZM-71S/ZM-71SEが必要となり
ます。ZM-80Cには変換アダプタADP25-9、ADP25-Mが付属しています。

■ 使用するケーブル、変換アダプタの例

パソコンの 
タイプ 

シリアルの 
コネクタタイプ ZM-340～380／ZM-42～82シリーズ ZM-41/70

液晶コントロールターミナル 

DOS/V 

PC98 

PC98

D-sub 9pin 

D-sub 9pin 

D-sub 25pin

下図（１）を使用 

下図（１）を使用 

下図（１）＋（２）を使用 

下図（１）＋（３）を使用 

下図（１）＋（３）を使用 

下図（１）＋（２）＋（３）を使用 

（参考）下図（１）＋（２）＋（３）を組み合わせて使用する場合、弊社製ZM-60Cと同等機能品となります。 

■ システム構成

（３） 
ADP25-M

（２） 
ADP25-9

D-sub 25pin
D-sub 25pin

D-sub 9pin

ZM-41/70シリーズ 

ZM-340～380／ZM-42～82シリーズ 

PC98シリーズ 
(D-sub 25pin)

PC98シリーズ 
(D-sub 9pin) 
または 

DOS/Vパソコン （1） 
ZM-80C

モジュラー 
8pin

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

・ZM-80Cのケーブル長は３mです。
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仕
様

9.　周辺機器

ZM-1MD2は、三菱製PLCのGPPポートに取り付けて、GPP（プログラミングツール）とZM-340～
380／ZM-42～82シリーズを同時に接続し通信するユニットです。三菱PLC用の計算機リンクユニッ
トが無くても接続可能なため、ハードウェア機器のコストダウンが可能となります。

9-8.9-8.9-8.9-8.9-8.　　　　　               ２ポートアダプタ（２ポートアダプタ（２ポートアダプタ（２ポートアダプタ（２ポートアダプタ（ZM-1MD2ZM-1MD2ZM-1MD2ZM-1MD2ZM-1MD2）））））

GD

G
P
P

CPU

A6GPP・A7PHP・パソコンなど 

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ 

裏面のコネクタを直接 
CPUポートに差し込ん 
で接続する 

三菱AシリーズPLC 
　　Qシリーズ 

GPP用コネクタ 
（但し、ZM-＊＊も接続可） 

ZMシリーズ用 
　コネクタ 

CPUポート用 
コネクタ 

拡大図 

GD

G
P
P

スライドスイッチ 
接続機種を選択時に使用します。 
　1：Aシリーズ（ACPUポート） 
　2：QnAシリーズ（QnACPUポート） 
　3：FXシリーズ 
（注意） 
　スライドスイッチの切替は 
　電源投入前に行ってください。 

1 2 3

■ 接続方法



2-462-462-462-462-46 9.　周辺機器

CPU

裏面のコネクタを直接 
CPUポートに差し込ん 
で接続する 

三菱AシリーズPLC 
Qシリーズ 

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ 

接続ケーブル（三菱電機製：別売） 

このZMの方が 
多少速くなります 

GD

G
P
P

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ 

スライドスイッチ 
接続機種を選択時に使用します。 
　1：Aシリーズ（ACPUポート） 
　2：QnAシリーズ（QnACPUポート） 
　3：FXシリーズ 
（注意） 
　スライドスイッチの切替は 
　電源投入前に行ってください。 

1 2 3

■ 2台を接続する場合

■ 注意事項
① ZM-1MD2（以下、本機）の電源をCPUから供給していますので、CPUの5V電源容量に注意願います。
② 配線に関しては、ノイズに対して十分に注意願います。
③ 本機をQnAシリーズCPUポートに使用する場合、下記の制限がありまので、予めご了承願います。
1. ZM-40/61シリーズで使用する場合、リトライ時間は３秒です。
GPP⇔CPUポート間の通信タイムアウトが20秒のため、GPPとCPU間に何らかの通信エラーが発
生した場合、本機はGPPとCPU間の通信時間として20秒を保ちます。
20秒を経過後、通信ポートをZM⇔CPUに切り替えますが、ZM-40/60シリーズのリトライ時間は３
秒ですのでタイムアウトとなり、通信エラーが発生します。再実行は20秒後に行ってください。

2. ZM-41/70/80シリーズで使用する場合は、次の２方法から選択してください。
・［システム設定］の［通信パラメータ］の［細かい設定］メニューにて、【通信異常処理】を「継続」
に設定する。

・【タイムアウト時間】×【リトライ時間】が20秒以上になるように設定する。
3. RUN中書き込み動作
GPP側からRUN中書き込み動作を行って、その所要時間が20秒より大きい場合は、本機は使用で
きません。この場合はPLCをSTOP状態にして書き込んでください。
なお、20秒以内でRUN中書き込みを行えるプログラムのステップ数は、プログラムの内容によって
差がありますが、目安として次の計算式で算出できます。

　　　　　　時間 ＝（ステップ数÷60）×スキャンタイム　（msec）
この計算式で求められる時間は、あくまでも目安です。なお、コンスタントスキャンの場合は、この
式は適用できません。

4. 本機にコンソールを接続した状態で電源を投入すると、本機の初期化処理が終了する前に、コンソー
ルが通信タイムアウトになります。コンソールのケーブルを一度外してから再び接続するか、または
コンソールのリセット操作を行えば、正常な状態に戻ります。（本機は電源投入時から、15秒を経過
後に正常動作します。）

④ 本機をＡシリーズ／FXシリーズCPUに使用する場合、ZM-41/70/80の通信パラメータ設定でタイム
アウト時間を1.5秒以上に設定してください。
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仕
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9.　周辺機器

G
P
P

G
P
P

不使用 

きちんと 
　しめる 

金具を 
図のようにはめ込む 

はめ込み後 
きちんとしめる 

49

167

〔金具のサイズ〕 

MELSEC Axsxxx

MITSUBISHI

POWER

MELSEC AxS CPU

RUN　L.CLR

ERROR　RESET

RUN
STOP

RESET

MITSUBISHI

MELSEC Axsxxx

MITSUBISHI

POWER

MELSEC AxS CPU

RUN　L.CLR

ERROR　RESET

RUN
STOP

RESET

MITSUBISHI

（Aシリーズ大型タイプ 
　または、Qシリーズと 
　接続時に使用） 

■ ZM-1MD2付属の取付金具について
ZM-1MD2を、三菱電機（株）製AシリーズPLCのうち、スモールタイプ　（A1S、A2US等）に接続する
場合には、付属の金具を以下のように取り付けて使用してください。
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ロットシール 
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4.
1

1

■ ZM-1MD2の外形寸法図



3 設置
1. 取付方法

2. 電源ケーブルの配線
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1. 取付方法 3-1

設
置

1. 取付方法

取付方法

1. 板金パネル（最大板厚 5 mm）に、ZM-342D/T を挿入します。

2. 付属の取付金具（取付金具の数 : 4 個）を ZM-342D/T の取付穴に挿入し、締め付けネジで

ZM-342D/T を固定してください。

      締め付けトルク : 0.3 ～ 0.5 N•m

3. 防水パッキンは、板金パネルと本体の間にしっかりと挟んで取り付けてください。

取付角度

取付角度は右図のように 0° ～ 135° の範囲内で設置してくださ

い。

板金パネル

パネルカット穴

• 各機種パネルカット寸法
（単位 : mm）

17.8

10.530.0

取付金具寸法

（単位 : mm）

取付金具

取付穴

取付穴

ZM-342D/T
本体

板金パネル

取付金具

* 静電気対策として板金パネルをアース

に接続してください。

0°

135°

90°

表示面

表
示
面



3-2 1. 取付方法
取付マージン

モジュラーケーブル等による取付マージンは、下記を参考にしてください。

上記寸法は、取付後の着脱を考慮した寸法ではありません。また、配線方式の違い、配線する電線

サイズ等で変わりますので、最終的には実配線で確認してください。

�
�

�
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�
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2. 電源ケーブルの配線 3-3

設
置

2. 電源ケーブルの配線

電源ケーブルの配線

• 電源ケーブルは本体背面の端子に接続します。

• 電源入力部端子台の端子ネジの締め付けは下記値の範囲で行ってください。

• 電源は許容電源電圧変動範囲内で使用してください。

• 線間および大地間ともノイズの少ない電源を使用してください。

• 電源線は電圧降下を小さくするために、できるだけ太い線を使用してください。

• 電源線は高電圧、大電流のケーブルとは近づけないように十分に離してください。

• 端子台には必ず付属の端子カバーを取り付けてください。

感電のおそれがあります。

電源ケーブルの配線は電源が供給されていない状態で行ってください。

24 VDC

電源

DC24 V ±10%

アース

DC24 V

端子ネジ

ネジサイズ 締め付けトルク 圧着端子（単位 : mm）

M3.5 0.5 N•m 最大 7.1 最大 7.1

端子カバー



3-4 2. 電源ケーブルの配線
アースの配線

• アースは専用接地にしてください。

• 接地用のケーブルには公称断面積 2 mm2 以上のものを使用し

てください。

• 接地点は本体の近くにし、接地線の距離を短くしてくださ

い。

ZM-342D/T には、必ず接地をしてください。

（接地工事は D 種接地、接地抵抗 100 Ω 以下）

ZM-342D/T 本体 他の機器



4 本体各部の取扱
1. コイン型リチウム電池

2. ディップスイッチの設定

3. ファンクションスイッチ
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1. コイン型リチウム電池 4-1

本
体

各
部

の
取

扱

1. コイン型リチウム電池

電池セット方法

1. 本体電源を OFF します。

2. 電池ホルダのカバーを、→方向（下図参照）にスライドさせてから、開けます。

3. 電池がカバーの裏にしっかりと実装されていることを確認後、電池のコネクタを取り付けます。

4. 電池ホルダのカバーを閉じます。カバーを閉じた後は、←方向（下図参照）にカバーをスライド

させてロックします。

工場出荷時、本体裏面の電池ホルダ内の電池はコネクタがセットされていません。

カレンダ機能および SRAM を使用する際は、必ず電池をセットしてください。

電源が供給されないと SRAM やカレンダの内容が保持されません。

感電の恐れがあります。

以下の 2. ～ 5. の電池セット作業は、ZM-342D/T 本体の電源 OFF 状態で行ってください。

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

スライドさせてから、開ける

電池コネクタ

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

スライドさせてロックする



4-2 1. コイン型リチウム電池
5. 電池ホルダのシールの「電池交換予定日」欄に 5 年後の年

月日を記入します。

* ZM-342D/T の内部メモリ $s167 に電池の状態が出力さ

れます。

5 年以内であっても電池電圧が低下した場合は速やか

に電池を交換してください。

6. ZM-342D/T 本体の電源を ON して、電池がセッ

トされたことを本体の「ローカルメイン」画面

で確認します。

電池がセットされていない場合、「SRAM / 時
計」スイッチが点滅し、左下に「電池未接続」

のメッセージが表示します。セットされると、

「SRAM / 時計」スイッチは消灯し、メッセージ

は消えます。

電池の電圧が低下した時は「電池電圧低下」の

メッセージが表示されます。

電池の交換について

電池取扱上の安全上のご注意

リチウム電池はリチウムや有機溶媒などの可燃性物質を内蔵しているため、取扱いを誤ると、発熱、

破裂発火などにより、けがをしたり、火災に至るおそれがあります。万が一の事故を防止するため、

下記の注意事項を守ってお取扱いくださいますようお願いいたします。

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

5 年後の年月日を記入

$s167
15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MSB LSB

メモリカセット情報予約
（設定 : 0）

0: 未実装

1: FROM 2 Mbyte (ZM-42～82)
2: FROM 4 Mbyte
                         (ZM-342D/T ／ ZM-42～82)
3: SRAM 512 Kbyte
                         (ZM-350～380 ／ ZM-42～82)
4: FROM 8 Mbyte (ZM-350～380)

0: 電池正常

1: 電池電圧低下

2: 電池未挿入

メモリカセット情報予約（設定 : 0）

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

「ローカルメイン」画面

• 電池の交換は人体に溜まっている静電気を放電して行ってください。

• 電池は弊社製「ZM-300BT（交換電池）」を使用してください。

• 電池単品で酷使すると、火災や化学的燃焼を起こす原因になります。

• 電池を火の中に入れたり、加熱、分解しないでください。

• 使用済の電池は地方自治体の条例または規則に従って廃棄してください。

• 電池は幼児の手に届かない所に保管してください。（万一飲み込んだ場合には直ち

に医師と相談してください。）

• 電池を絶対に充電しないでください。

• 電池が漏液したり、異臭がするときは、漏れた電解液に引火するおそれがありま

すので、直ちに火気から遠ざけてください。

• 電源端子台の横に貼付の「電池交
換予定日」シールは、ZM-340EU

（オプションユニット）を実装時に
使用してください。
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1. コイン型リチウム電池 4-3

本
体

各
部

の
取

扱

電池交換方法

交換用電池が用意されております。

1. 電池「ZM-300BT」は本体の電源を切った状態で、3 分以内に交換してください。

3 分以内に交換できない場合は、ZM-71S（ケーブル :ZM-80C）または CF カードを使用して、

SRAM に格納されているデータのバックアップをとります。

• ZM-71S を使用する場合

1) ZM-71S を起動します。

2) [ 転送 ] アイコンをクリックします。[ 転送 ] ダイアログが表示されます。

3) [ 転送デバイス : 本体 ]、[ 転送データ : SRAM データ ] を選択します。

サーバ上の ZM-71S から Ethernet でバックアップをとる場合は、[  Ethernet で転送

/SRAM 装着 ZM 本体の IP アドレス ] を選択します。[  シミュレータを使用する ]、[  
受信時コメントを取り込む ] 項目はそのままにしておきます。

4) [ 転送方法 ] の [PC <-] ボタンをクリックします。

5) 読み込んだデータは「∗.RAM」ファイルに保存します。

• CF カードを使用する場合

CF カードを使用する際のバックアップ方法については、「第 6 章　本体操作方法」を参照し

てください。

2. 本体の電源を切ります。

3. 電池ホルダのカバーを右方向にスライドさせて開けます。ソケットにセットされた電池が現れま

す。

4. 電池のコネクタを外し、電池をソケットから取り外します。

その際、右図のように電池ホルダカバーの中央を押しながら

取り外してください。

5. 新しい電池をセットします。電池の赤いケーブル側の面が基

板に向かい合うように、またケーブルは外側になるように、

ソケットにはめ込みます。その際、（ア）側の部分をはめてか

ら、（ア）側方向に押すようにして、（イ）側もはめ込みます。

6. 電池コネクタを取り付け、電池ホルダのカバーを左方向にス

ライドさせてロックします。

7. 電池ホルダの「注意シール」をはがします。新しい「注意

シール」に 5 年後の年月日を記入して電池ホルダに貼ります。

8. 1. で SRAM データを保存した場合は、本体の電源を投入し、

保存したデータを本体に転送します。

名称 型式 構成内容

交換電池 ZM-300BT • コイン型リチウム 1 次電池  1 個

• 注意シール  1 枚

See operating or maintenance
instruction for type of battery
to be used.

Battery replacement.

（ア）側

電池ホルダ

電池コネクタ

基板

（イ）側

ソケット



4-4 2. ディップスイッチの設定
2. ディップスイッチの設定

ZM-342D/T の場合

ディップスイッチを設定する際は電源を OFF してください。

終端抵抗の設定 (DIPSW1, 2, 3)
RS-422/485 接続時の終端抵抗の設定をします。

• MJ1 は RS-232C および RS-485（2 線式）で接続可能です。

以下の接続をする場合、DIP SW 1 を ON します。

- マルチリンク 2  接続する場合のマスタ

- RS-485 で PLC2Way 接続する場合

- カードレコーダ : ZM-1REC（オプション）を使用する場合

- シリアル増設 I/O: ZM-322ME（オプション）を使用する場合

- RS-485 で ZM-Link 接続する場合の終端にある ZM-342D/T
• MJ2 は RS-232C、RS-422（4 線式）および RS-485（2 線式）で接続可能です。

以下の接続をする場合、DIP SW 2、3 を ON します。

- MJ2 で PLC と RS-422（4 線式）または RS-485（2 線式）で接続する場合

- MJ2 で以下の接続をする場合

- マルチリンク 2  接続する場合のマスタ

- RS-485 で PLC2Way 接続する場合

- カードレコーダ : ZM-1REC（オプション）を使用する場合

- シリアル増設 I/O: ZM-322ME（オプション）を使用する場合

- RS-485 で ZM-Link 接続する場合の終端にある ZM-342D/T

[ 側面図 ]

ディップスイッチ

1 2 3 4

ON

CF 自動ロード（USB の場合 /ZM-340EU の場合）

MJ2（モジュラージャック 2）RS-422 /RS-485 の SD 終端抵抗

MJ1（モジュラージャック 1）RS-485 の終端抵抗

MJ2（モジュラージャック 2）RS-422 /RS-485 の RD 終端抵抗
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2. ディップスイッチの設定 4-5

本
体

各
部

の
取

扱

CF 自動ロード (DIPSW4)
以下の手順で、CF カードに入っている画面データを自動ロードします。

1. パソコンから CF カードに画面データを転送します。（詳しくは『ZM-71S 取扱説明書（機能編）』

参照）

2. DIPSW4 を ON し、画面データを入れた CF カードを挿入します。

3. 本体の電源を ON すると、自動的に画面データを本体の FLASH メモリに書き込み始めます。

ZM-340EU の場合

ディップスイッチを設定する際は電源を OFF してください。

終端抵抗の設定 (DIPSW1, 2)
RS-422/485 接続時の終端抵抗の設定をします。

• CN1 で PLC と RS-422/RS-485（4 線式）で接続時、DIP SW 1、2 を ON します。

• CN1 で PLC と RS-422/RS-485（2 線式）で接続時、DIP SW 1 を ON します。

[ 側面図 ]

ディップスイッチ

ZM-340EU

1 2 3 4

ON

未使用

CN1  12、13 ピン間の SD 終端抵抗

CN1  24、25 ピン間の RD 終端抵抗

未使用



4-6 3. ファンクションスイッチ
3. ファンクションスイッチ

種類

• ファンクションスイッチには以下の 6 個のスイッチがあります。
[SYSTEM], [F1], [F2], [F3], [F4], [F5]

[SYSTEM] スイッチ

[SYSTEM] スイッチはオルタネート動作します。

一度押すと、ファンクションスイッチの横に下図のようにメニューが表示され、[F1] ～ [F5] はメ

ニューの動作となります。もう一度押すと、メニューは消え、[F1] ～ [F5] はユーザー設定のファン

クションスイッチとなります（P 4-7）。

BR

BR

BR

S
Y
S

M
O
D
E

B
K
L
T

BR

BR

BR

S
Y
S

M
O
D
E

B
K
L
T

CT

CT

CT

S
Y
S

M
O
D
E

B
K
L
T

ファンクションスイッチは
メニューの動作

ユーザー設定のファン
クションスイッチ

ユーザー設定のファン
クションスイッチ

ZM-342T の場合 ZM-342D の場合
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3. ファンクションスイッチ 4-7

本
体

各
部

の
取

扱

ユーザー設定のファンクションスイッチ [F1] ～ [F5]
• ZM-342D/T が STOP 状態の時は、各ファンクションスイッチは機能なしです。

• ZM-342D/T が RUN 状態で、[SYSTEM] スイッチによるメニューが表示していない時には、各ファ

ンクションスイッチを、ユーザー側で自由に動作するように設定できます。

• ユーザー側のファンクションスイッチの設定は、ZM-71S の以下の箇所で設定します。

- 各スクリーン毎の設定

[ 編集 (E)] → [ ローカルファンクションスイッチ設定 (R)] → [ ファンクションスイッチ設定 ]
ダイアログ

- 全スクリーンで同じ動作を行う設定

[ システム設定 (A)] → [ ファンクションスイッチ設定 ] → [ ファンクションスイッチ設定 ] ダ
イアログ

メニュー表示時の [F1] ～ [F5] スイッチ機能

*1 輝度調整を中間または暗いに設定した場合、バックライトの寿命は多少短くなります。

機能 内容

F1 モード STOP ↔ RUN の運転モードを切り替えます。

F2
F3
F4

コントラスト
輝度

項目

コントラスト調整 輝度調整

コントラストの濃淡を調整します。 1 秒以

上押し続けると高速で変化します。
画面の明るさを 3 段階で 調整します。

対応機種 ZM-342D ZM-342T

調整

F2 F3 F4

濃い 中間 淡い

F2     F3*1     F4*1

1
明るい

2
中間

3
暗い

F5 バックライト

バックライトの ON/OFF を行います。

バックライト制御は ZM-71S で設定します。

（[ システム設定 (A)] → [ 本体設定 (S)]  → [ 本体設定 / バックライト ] ダイアログで設定します。）

常時 ON 自動 1/ 自動 2/ 自動 3 マニュアル / マニュアル 2

無視され 
ます。

• [F5] スイッチでバックライトは OFF し

ます。 
• システムメモリの読込エリア n + 1 の

バックライト制御ビット（11 ビット目）

が「0」の時有効です。

• マニュアル
[F5] スイッチでバックライトは OFF
します。ON させるには、画面または

任意のファンクションスイッチをさわ
ります。

• マニュアル 2
[F5] スイッチで ON/OFF 動作します。

• 電源投入時のバックライトの状態を指
定する [ バックライト ON 時制御 ] の
項目が有効となります。

電源投入時
ON → バックライト ON
OFF → バックライト OFF



5 各種接続形態
1. 1 : 1 接続

2. 1 : n 接続（マルチドロップ）

3. n : 1 接続（マルチリンク 2）
4. n : 1 接続（マルチリンク）

5. 汎用シリアル通信

6. ZM-Link
7. PLC2Way
8. Ethernet
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1. 1 : 1 接続 5-1

各
種

接
続

形
態

1. 1 : 1 接続

• ZM-342D/T と PLC を 1 : 1 で接続します。

• PLC の上位リンクユニットまたは CPU ポートを使用し、ZM-342D/T（親局）が各社 PLC のプロト

コルに合わせて通信を行います。したがって PLC（子局）に特別な通信プログラムを用意する必

要はありません。ZM-342D/T は、PLC メモリを読み込みスクリーン表示を行います。一方スイッ

チやテンキーのデータなどを PLC メモリに直接書き込むことができます。

• 配線、通信設定など、詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願い

ます。

PLC

PLC

MJ2

CN1

RS-232C または RS-422 (RS-485) で接続

ZM-342D/T

RS-232C または RS-422 (RS-485) で接続

ZM-342D/T

【ZM-342D/T 単体の場合】

【ZM-342D/T ＋ ZM-340EU の場合】

PLC読み込み

書き込み

ZM-342D/T



5-2 2. 1 : n 接続（マルチドロップ）
2. 1 : n 接続（マルチドロップ）

1 台の ZM-342D/T に対して複数の PLC を接続します。（最大接続台数 : 31 台）

• 配線、通信設定など、詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願い

ます。

MJ2

PLC1 PLC2 PLC3 PLCn (n=1 ~ 31)

最大配線長（ZM-342D/T ～終端 PLC まで）= 500 m
RS-422/RS-485 接続 

ZM-342D/T

*

* ZM-342D/T ＋ ZM-340EU の場合は、「CN1」に接続します。
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3. n : 1 接続（マルチリンク 2） 5-3

各
種

接
続

形
態

3. n : 1 接続（マルチリンク 2）

• 1 台の PLC に対して、最大 4 台の ZM-342D/T を接続します。

• PLC と直接接続する ZM-342D/T（= 自局番 1）をマスタとし、自局番 2、3、4 をスレーブとしたオ

リジナルのネットワークを構築します。PLC と直接通信するのはマスタで、スレーブはマスタを

通して PLC と通信します。

• ZM-342D/TマスタとPLC間の通信はPLCの通信速度に依存しますが、ZM-342D/T間の通信は最大

115 kbps となり、次項の「4. n : 1 接続（マルチリンク）」に比べるとより高速な通信ができま

す。

• 1 : 1 接続できる PLC のほとんどの機種をサポートします。

（マスタと PLC との接続方法は、1 : 1 接続と同じです。）

• ZM-342D/T 間は RS-485 の 2 線式で接続します。マスタ（自局番 1）とスレーブ（自局番 2）は弊社

製マルチリンク 2 マスタ用ケーブル (ZM-80MC) をご使用ください。

• ZM-342D/TとZM-350～380シリーズ、ZM-42～82シリーズの混在は可能です。  ZM-52～82シリーズ

がマスタの場合でも通信できます。

（マスタが ZM-42/43 の場合、スレーブは ZM-42/43 のみです。また、ZM-42～82 シリーズはハー

ドバージョンによりマルチリンク 2 に対応していないもあります。『ZM-42～82 ユーザーズマ

ニュアル』で確認ください。）

• 配線、通信設定など、詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願い

ます。

PLC

RS-232C
RS-422
RS-485

MJ2 MJ1 MJ2 MJ2 MJ2

弊社ケーブル
「ZM-80MC」(3 m)

RS-485 接続

ZM-342D/T マスタ ZM-342D/T スレーブ ZM-342D/T スレーブ

自局番 1 自局番 2 自局番 3 自局番 4

ZM-342D/T スレーブ

*

* ZM-342D/T ＋ ZM-340EU の場合は、「CN1」に接続します。

* **

端子台 端子台 端子台



5-4 4. n : 1 接続（マルチリンク）
4. n : 1 接続（マルチリンク）

• 1 台の PLC に対して複数の ZM-342D/T を接続します。（最大接続台数 : 31）

• 使用する PLC は「信号レベル : RS422/RS485」で「局番あり」のタイプに限ります。

また、ZM-342D/T ↔ PLC 間の RS422 配線は 2 線式となります。

• ZM-342D/T と ZM-350～380 シリーズ、ZM-42～82 シリーズの混在は可能です。

• 配線、通信設定など、詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願い

ます。

PLC

MJ2 MJ2 MJ2 MJ2

最大配線長（PLC から終端 ZM-342D/T まで）= 500 m
RS-422/RS-485 接続 

「ZM-342D/T」1 「ZM-342D/T」2 「ZM-342D/T」3 「ZM-342D/T」n（n = 1 ～ 31）

*

* ZM-342D/T ＋ ZM-340EU の場合は、「CN1」に接

続します。

* * *

端子台 端子台 端子台端子台
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5. 汎用シリアル通信 5-5

各
種

接
続

形
態

5. 汎用シリアル通信

• 汎用コンピュータ、または PLC の ASCII ユニット（親局）が ZM-342D/T（子局）を専用コマンド

で制御します。

• スイッチ、ランプ、データ表示などに割り付けるメモリは全て ZM-342D/T 内部のユーザーメモリ

($u) となります。

親局から画面 No. を指定した場合、その画面に割り付けた内部メモリ ($u) に対して書き込み動

作を行い表示します。スイッチなどで内部的に画面が変わった場合は、変更後の画面 No. を読み

出してから、その No. の画面に割り付けた内部メモリ ($u) に対して書き込み動作を行います。

• 1 : 1 接続の場合は ZM-342D/T のスイッチの ON/OFF、テンキーの書込キー、スクリーン変更で、

親局に対して割り込みをだすことができます。

• 汎用コンピュータとの接続は ZM-342D/T の MJ2（ZM-340EU ありの場合は CN1）を使用します。

信号レベルは、RS-232C と RS-422 (RS-485) が選択できます。

• 汎用コンピュータと ZM-342D/T は 1 : 1 接続の他に RS-422 で 1 : n 接続ができます。

（ZM-342D/T は最大 32 台まで接続できます。）

1 : n の場合は割り込みは使用できません。

• 詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願います。

RESET

disc

MJ2

RS-232C または RS-422 (RS-485) で接続

ZM-342D/T

書き込み

汎用コンピュータ
専用コマンド

割り込み

読み込み

RESET

disc

MJ2 MJ2 MJ2 MJ2

RS-422 (RS-485) で接続

「ZM-342D/T」1

汎用コンピュータ

「ZM-342D/T」2 「ZM-342D/T」3 「ZM-342D/T」n (n = 1 ~ 32)



5-6 6. ZM-Link
6. ZM-Link

•“ZM-Link”とは、専用プロトコルを用いて、パソコンから ZM-342D/T の内部メモリ、メモリカー

ドメモリ、PLC メモリ、PLC2 メモリの読込・書込を行うネットワークです。

• パソコンとの接続には ZM-342D/T の MJ1 を使用します。PLC との通信には MJ2 を使用します。

オプションユニット「ZM-340EU」を装着することで、PLC との通信には CN1、PLC2Way を使

用した PLC との接続には MJ1、パソコンとの通信は MJ2 を使用することも可能です。

ZM-342D/T と通信している PLC などのデータを収集できます。メーカーが異なる場合でも簡単

にデータ収集できます。

• 信号レベルは、RS-232C と RS-485 の選択が可能です。

RS-232C の場合は 1 台、RS-485 の場合は最大 31 台の ZM-342D/T が接続できます。

<RS-485 接続 >

• 詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願います。

RESET

disc

PLC
PC ZM-342D/T

専用コマンド

読み込み

書き込み

PLC

RS-232C
RS-422
RS-485

PLC
PLC

RS-485

RS-232C
RS-422
RS-485

MJ2 MJ2 CN1 MJ1

MJ1 MJ1 MJ2

RESET

disc

インバータ
または PLC

自局番 1 自局番 2 自局番 31

* ZM-342D/T ＋ ZM-340EU の場合

*
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7. PLC2Way 5-7

各
種

接
続

形
態

7. PLC2Way

•“PLC2Way”とは、ZM-342D/T 1 台で PLC2 台を接続することができるオリジナルネットワーク

機能です。メーカーが異なる PLC でも ZM-342D/T 1 台で接続できます。

• 1 台目の PLC は MJ2（ZM-340EU ありの場合は CN1）、2 台目の PLC（PLC2Way）は MJ1
（ZM-340EU ありの場合は MJ2 または MJ1）に接続します。

• PLC2Way は 1 : 1 通信同様に各 PLC とプログラムレスで通信できます。

ZM-342D/T に接続した PLC2 台を同時に制御し、双方の PLC メモリの読み込み、書き込みがで

きます。

• MJ1（PLC2Way）での接続は RS-232C または RS-485 の 2 線式で接続することができます。

RS-232C 接続の場合は 1 台、RS-485 接続の場合は最大 31 台の PLC が接続できます。

• PLC2Way 側の PLC データの定期読み込み / サンプリング

PLC2Way テーブルにあらかじめ読込を行うメモリを登録しておけば、バックグランドで定期的

にデータ読込を行います。また、読み込んだデータを ZM-342D/T 内部バッファ、SRAM、CF
カードに保存（サンプリング）することもできます。

• PLC 間のデータ転送

マクロコマンドを使用して、PLC メモリの内容を別の PLC にブロック転送が可能です。

• 詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願います。

PLC

RS-232C
RS-422/RS-485

RS-232C
RS-422/RS-485

PLC

MJ2

PROGRAMMER

F A C T O R Y

A C E

MJ1

ZM-342D
/T

（シャープ）

（2 線式）

（横河）

PLC

RS-232C
RS-422/RS-485

MJ2

MJ1

RS-422/RS-485

PLC1

PROGRAMMER

F A C T O R Y

A C E

PLC2

PROGRAMMER

F A C T O R Y

A C E

PLCn n = 1 ~ 31

PROGRAMMER

F A C T O R Y

A C E

（2 線式）

ZM-342D
/T



5-8 8. Ethernet
8. Ethernet

• メモリ内容の転送

マクロコマンド (EREAD/EWRITE) により、Ethernet 上の ZM-342D/T または ZM-342D/T に上位

リンク接続された PLC へメモリ内容が転送できます。

• サーバと ZM-342D/T の通信

- 弊社供給の HKEtn10.dll（UDP/IP プロトコル対応）を使用して、VC++、VB 等でユーザが作

成したアプリケーションにより、サーバから ZM-342D/T 内部メモリ、メモリカード、

ZM-342D/T と上位リンク接続された PLC メモリへアクセスができます。....... (a)
- マクロコマンド (SEND) により、ZM-342D/T からサーバへのアクセスもできます。....... (b)

ZM-342D/T で Ethernet 通信を行う場合、別途オプションユニット「ZM-340EU」が

必要です。

<PLC>

Ethernet

<ZM-342D/T>

RS-232C
RS-485

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

<PLC>

Ethernet

<ZM-342D/T>

RS-232C
RS-485

(a) (b)

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

＜サーバ＞

アプリケーション
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8. Ethernet 5-9

各
種

接
続

形
態

- サーバの ZM-71S から ZM-342D/T へ画面データの転送ができます。

• Ethernet 対応 PLC と ZM-342D/T の通信

- Ethernet 上に接続された PLC と通信ができます。

- Ethernet 上の複数の PLC と通信することもできます。

• 詳しくは『ZM-340～380 ユーザーズマニュアル（PLC 接続編）』を参照願います。

<PLC>

Ethernet

<ZM-342D/T>

RS-232C
RS-485

ZM-71S

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER ＜ Ethernet 対応 PLC ＞

＜サーバ＞

<PLC:1>

Ethernet

<ZM-300:2> <ZM-300:n><ZM-342D/T:1>

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

* Ethernet 対応 PLC に限る

<PLC:1>

Ethernet

<ZM-342D/T:1> <ZM-300:n><PLC:n>

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

* Ethernet 対応 PLC に限る



6 本体操作方法
1. 操作手順

2. 「ローカルメイン」について
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1. 操作手順 6-1

本
体
操
作
方
法

1. 操作手順

本体操作手順

以下の手順に沿って、ZM-342D/Tを操作してください。

1. 本体の設置および配線
詳しくは第 3章を参照してください。

2. PLC等との接続
各機器との接続時の配線、注意事項等は、『PLC接続マニュアル』を参照願います。

3. 本体の電源投入

• 新品の場合

• 新品ではない場合
以下のチェック画面の後、正しい画面を表示した場合は、手順 5.へ。

4. 画面データの作成および転送

• 新品の場合
「初期画面について」P6-2参照。

• 新品ではない場合
『ZM-71S取扱説明書（操作編）』の「第 5章　転送」参照。

5. 運転開始
PLCまたは汎用コンピュータとの接続により、運転が開始します。

* 運転が正常に行われず、本体にエラーが出るようであれば、第 7章を参照し、エラーの原因
を取り除いてください。



6-2 1. 操作手順
初期画面について

購入後、初めて電源を投入し、画面データを転送すると、下記のような「ローカルメイン」画面が

現れます。

購入後、初めて画面データ転送するには

購入後、初めて画面データ転送するには、以下の方法があります。

• ZM-342D/T本体のみの場合

1. 「ZM-80C」または USBケーブルを使って、画面データを転送する
初期画面を表示させた状態で、パソコンより画面データを転送します。

2. CFカード（USB CFカードリーダライタ）または ZM-1RECを使用してカードから画面デー
タを転送する

1) パソコンからカードに画面データを転送します。

2) ZM-342D/Tに USB CFカードリーダライタまたは ZM-1RECを接続し、カードを挿入し
ます。

3) 本体初期画面の [CFカード / (Japanese)]スイッチを押します。
「カード  転送メニュー」画面に切り替わります。

4) 『「カード 転送メニュー」について』(P 6-14)に従って画面を転
送します。

• ZM-342D/T＋ ZM-340EU（オプションユニット）の場合

1. 「ZM-80C」または USBケーブルを使って、画面データを転送する
初期画面を表示させた状態で、パソコンより画面データを転送します。

2. CFカードから画面データを転送する

1) パソコンから CFカードに画面データを転送します。

2) オプションユニットに CFカードを挿入します。

3) 本体初期画面の [CFカード / (Japanese)]スイッチを押します。
「カード  転送メニュー」画面に切り替わります。

4) 『「カード 転送メニュー」について』(P 6-14)に従って画面を転
送します。

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

購入後、初めて電源投入 [初期画面 ] 画面データ転送後の [ローカルメイン ]画面
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1. 操作手順 6-3

本
体
操
作
方
法

3. Ethernetで画面データを転送する

1) 本体初期画面の [IPアドレス / (Japanese)]スイッチを押しま
す。

2) 「Ethernet」画面に切り替わります。
『「Ethernet」について（オプション）』(P 6-29)に従って、IPア
ドレスを設定します。

[設定完 ]スイッチを押すと、初期画面に戻ります。

3) パソコンより Ethernetで画面データを転送します。

• CFカードから ZM-342D/Tへ画面データを自動アップロードする

1) パソコンから CF カードに画面データを転送します。

2) ZM-342D/T本体の電源を OFFします。本体の DIPSW4を ONし、CFカードを USB CF
カードリーダライタまたはオプションユニット (*) に挿入します。

3) 本体の電源を ONすると、CFカードから ZM-342D/Tへ画面データが自動的にアップ
ロードされます。

* オプションユニットの CFカードコネクタよりも、USB CFカードリーダライタが優先
して認識されます。



6-4 2. 「ローカルメイン」について
2. 「ローカルメイン」について

「ローカルメイン」画面は本体が STOP状態の時に表示されます。この時、PLCや他の外部機器との
接続は切断されます。

「ローカルメイン」画面の表示方法

RUN中の場合
RUN中に「ローカルメイン」画面を表示させるには、[SYSTEM]スイッチを押して、切替用メ
ニュー表示中に [F1]スイッチを押します。（切替時間を設定した場合は、設定時間分 [F1]スイッチを
押し続ける必要があります。）

[SYSTEM]スイッチを禁止している場合

[SYSTEM]スイッチを押すと、切替用メニューは表示しません。
その場合、[SYSTEM]スイッチ +[F5]スイッチを同時に押します。（切替時間を設定した画面の場合
は、設定時間分押し続ける必要があります。）

[MODE]（F1）スイッチを禁止している場合

[SYSTEM]スイッチを押して、切替用メニューが表示された場合でも、[MODE]（F1）スイッチは効
きません。

その場合、切替メニューが出た状態で、[MODE]（F1）スイッチ +[F5]スイッチを同時に押します。
（切替時間を設定した画面の場合は、設定時間分押し続ける必要があります。）

RUN画面に戻すには

[SYSTEM]スイッチを押してから、[F1]スイッチを押します。

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

[ローカルメイン ]画面

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

[ローカルメイン ]画面



6

2. 「ローカルメイン」について 6-5

本
体
操
作
方
法

ローカルメイン

•「ローカルメイン」画面には ZM-342D/T本体の型式、システム情報、画面データ情報が表示され
ています。

•「ローカルメイン」画面はパソコン～ ZM-342D/T本体間の画面データ転送時のシステム画面です。
パソコンから ZM-342D/T本体へ画面データの転送命令を出す際に、必ずこの「ローカルメイン」
画面を出しておきます。（ただし、MJ1を [エディタポート ]として使用する場合、またはオンラ
イン編集中は必要ありません。）

1. 「I/Oテスト」について

「ローカルメイン」画面上の [I/Oテスト ]スイッチを押すと、以下のような「I/Oテスト」画面が現れ
ます。この画面は、ZM-342D/T本体のインターフェースが正常であるか、またタッチスイッチが正
常であるか確認するための画面です。

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

フォントデータのバージョン 
カントリ /ローカル /フォント

本体の型式

システムプログラムの
バージョン

PLC I/Fドライバの
バージョン & 機種名

通信パラメータ（P 6-27へ）

画面データ転送時に使用
するポート名

画面ファイルで設定した PLC機種名 & 
ファイルコメント

I/Oテスト（P 6-5へ）

カード転送（P 6-14へ）

拡張情報（P 6-28へ）

Ethernet情報（P 6-29へ）

SRAM/時計（P 6-36へ）

USB-A（ホスト）の接続テスト
を行います。（P 6-6へ）

「タッチスイッチ」画面に切り替わ
ります。（P 6-12へ）

「ローカルメイン」画面に戻ります。
（P 6-5へ）

CN1/MJ1/MJ2のインターフェースの
テストを行います。（P 6-7へ）

ファンクションスイッチのテストを行います。
（P 6-12へ）



6-6 2. 「ローカルメイン」について
1-1. USBテスト

「USBテスト」スイッチを押すと以下のような画面が表示されます。

ここでは、USB-A（ホスト）ポートの接続状態をチェックします。

接続状態の確認

画面中央のランプが「未接続」と表示している場合、USB機器は正しく接続されていません。
ランプが「接続」と表示されている場合、USB機器は正しく接続されています。

プリンタテスト

USB-Aに USB対応プリンタが接続されている場合、印字テストを行うことができます。
ZM-342D/Tがプリンタへ正常に信号を送っているかどうかチェックします。
[プリンタ印刷 ]スイッチを押し、テストプリントが正常に印刷できれば OKです。
例 :

「I/Oテスト」画面に戻ります。（P 6-5へ）

!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
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1-2. シリアルテスト

「シリアルテスト」スイッチを押すと以下のような画面が表示されます。

MJ1、MJ2、CN1のコネクタで通信する際の信号をチェックします。
MJ1で画面転送した際、MJ2または CN1で PLCと接続した際、MJ1でマルチリンク 2、PLC2Way、
PLC接続、および ZM-1REC、ZM-322ME接続した際、正常に通信しない場合にチェックします。

MJ2のテスト

RS-232Cの信号テスト

1. 本体のスライドスイッチを「RS-232C/RS-485」（上側）に設定します。

2. テスト選択で [MJ2]スイッチと [RS232C]スイッチを ONします。

3. [RD]、[SD]の信号をチェックします。MJ2を以下のように配線します。

4. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

「I/Oテスト」画面に戻ります。（P 6-5へ）

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

信号名 ピン No.
RD 7
SD 8

MJ2

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK



6-8 2. 「ローカルメイン」について
RS-422/RS-485の信号テスト

1. 本体のスライドスイッチを「RS-422」（下側）に設定します。

2. テスト選択で [MJ2]スイッチと [RS485]スイッチを ONします。

3. [+RD]、[-RD]、[+SD]、[-SD]の信号をチェックします。MJ2を以下のように配線します。

4. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

MJ1のテスト

RS-232Cの信号テスト

1. テスト選択で [MJ1]スイッチと [RS232C]スイッチを ONします。

2. [RD]、[SD]の信号をチェックします。MJ1を以下のように接続します。

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

信号名 ピン No.
+SD 1
-SD 2
+RD 7
-RD 8

MJ2

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

信号名 ピン No.
RD 7
SD 8

MJ1
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3. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

RS-485の信号テスト

MJ1の RS-485のテストは、MJ1単体では実行できません。MJ2とMJ1を接続した状態でテストを
行います。そのため、まずMJ1の RS-485テストを実行する前に、必ず MJ2の RS-422テストを実
行し、MJ2が正常であることを確認の上で、MJ1のシリアルテストを行ってください。

1. 本体のスライドスイッチを「RS-422」（下側）に設定します。

2. テスト選択で [MJ1]スイッチと [RS485]スイッチを ONします。

3. [+RD]、[-RD]、[+SD]、[-SD]の信号をチェックします。MJ1と MJ2を以下のように接続します。

4. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

信号名 ピン No.
+SD 1
-SD 2
+RD 7
-RD 8

MJ2

信号名 ピン No.
+RD/+SD 1
-RD/-SD 2

MJ1

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK



6-10 2. 「ローカルメイン」について
CN1のテスト（ZM-340EU装着時）

RS-232Cの信号テスト

テスト選択で [CN1]スイッチと [RS232C]スイッチを ONします。

• SD/RDテスト
[SD]、[RD]の信号をチェックします。

1. ZM-342D/T後面の CN1の 2番ピンと 3番ピンをジャンパーします。

2. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

• CTS/RTSテスト
[CTS]、[RTS]の信号をチェックします。

1. ZM-342D/Tの CN1の、4番ピン (RTS)と 5番ピン (CTS)をジャンパーします。

2. [RTS]スイッチを押した時、[RTS]ランプと同時に [CTS]ランプが ONになり、同様に、
[RTS]を OFFするのと同時に [CTS]が OFFすれば、OKです。

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK
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RS-485の信号テスト

テスト選択で [CN1]スイッチと [RS485]スイッチを ONする。

• SD/RDテスト
[SD]、[RD]の信号をチェックします。

1. ZM-342D/Tの CN1の 12番ピンと 24番ピン、13番ピンと 25番ピンを、それぞれジャン
パーします。

2. [ループバック ]スイッチを押して、[OK]のランプが点灯すれば OKです。

• CTS/RTSテスト
[CTS]、[RTS]の信号をチェックします。

1. ZM-342D/Tの CN1の 14番ピン (+RTS)と 19番ピン (+CTS)、17番ピン (−RTS)と 18番ピ
ン (−CTS)をジャンパーします。

2. [RTS]スイッチを押した時、[RTS]ランプと同時に [CTS]ランプが ONになり、同様に、
[RTS]を OFFするのと同時に [CTS]が OFFすれば、OKです。

CN1 MJ1 MJ2

RS232C RS485

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK

CTS RTS

NG OK



6-12 2. 「ローカルメイン」について
1-3. SYSTEM & ファンクションスイッチテスト

本体右側に、縦 1列に並んでいるスイッチ 6個のチェックメニューです。
スイッチを押している間、画面上のランプが点灯すれば OKです。

1-4. 「タッチスイッチテスト」について

スイッチを押しても反応しない場合、スイッチを押していないのにスイッチが動作している場合、

ZM-342D/Tのパネル面に付いているタッチスイッチに異常がないかチェックします。

1. [タッチスイッチ ]スイッチを押すと、スクリーンが分割された画面になります。

2. パネル面を押すと、押したところが白色に変わるかどうか確認します。
押したところが白色に変われば、スイッチは正常です。

元の「I/Oテスト」画面に戻るには、[F4]を押します。
消去するには、[F5]を押します。

3. 押した位置と表示された位置がずれる場合には、次頁の「タッチスイッチ調整方法について」に
従ってタッチスイッチの位置を調整します。



6

2. 「ローカルメイン」について 6-13

本
体
操
作
方
法

タッチスイッチ調整方法について

前述の「タッチスイッチテスト」画面上で、押した位置と表示された位置がずれる場合には、以下

の手順でタッチスイッチの位置を調整してください。

1. タッチスイッチ画面で、[SYSTEM]スイッチを押しながら [F2]スイッチを押すと、[タッチス
イッチ調整 ]画面が現れます。

2. 「タッチスイッチ調整」画面上で、点滅している
[1]のコーナーをタッチします。離すとピッと鳴
り、離した位置が設定値となります。[2]が点滅
します。

3. 点滅している [2]のコーナーをタッチします。離
すとピッと鳴り、離した位置が設定値となりま

す。[3]が点滅します。

4. 点滅している [3]のコーナーをタッチします。離
すとピッと鳴り、離した位置が設定値となりま

す。[4]が点滅します。

5. 点滅している [4]のコーナーをタッチします。離
すとピッと鳴り、離した位置が設定値となりま

す。

6. 再設定する場合は、[F2]スイッチを押すと
2.の状態に戻ります。

7. [F1]スイッチを押すと長いブザー音が鳴
り、タッチ位置が確定され、タッチスイッ

チ画面に戻ります。

8. 設定を取り消す場合は、[F3]スイッチを押
すとタッチスイッチ画面に戻ります。

3 4

1 2

X: Y:

SYSTEM

F2

1 2

1 2

3 4

X: Y:

3 4

X: Y:

3 4

1 2

X: Y:

F1
F2

F3



6-14 2. 「ローカルメイン」について
2. 「カード  転送メニュー」について

「ローカルメイン」画面上の [カード転送 ]スイッチを押すと、以下のような「カード転送メニュー」
画面が現れます。

この画面は、ZM-342D/Tと CFカードやメモリカード間の画面データなどの転送を行う画面です。

1. [カードレコーダ転送 ]スイッチ
ZM-1RECを ZM-342D/Tの MJポートに接続し、ZM-342D/Tとメモリカード間の画面データの
転送を行う場合、このスイッチを押します。

2. [画面データ ]スイッチ
CFカードと ZM-342D/T間の画面データの転送を行う場合、このスイッチを押します。

3. [SRAM]スイッチ
電池交換のために、本体内蔵の SRAMメモリに格納されているデータを CFカードにバックアッ
プする場合、または CFカードのバックアップデータを ZM-342D/Tにアップロードする場合、
このスイッチを押します。

4. [内蔵ソケット ]スイッチ
CFカードの挿入先を選択します。オプションユニットを装着し、CFカードを使用している場合
に、このスイッチを押します。

5. [USBポート ]スイッチ
CFカードの挿入先を選択します。USB-A（マスタ）ポートに市販の CFカードリーダーライ
ターを接続し、CFカードを使用している場合に、このスイッチを押します。

「ローカルメイン」画面に戻ります。

1.

2.

3.

4.

5.
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2-1. 「カードレコーダ転送」について

「カード転送メニュー」画面の［カードレコーダ転送］スイッチを押すと、以下のような画面が表示

します。

この画面では ZM-342D/Tとメモリカード間の転送を行います。
以下に転送手順を以下に説明します。

1. ZM-1REC の接続
[ポート選択 ]に表示しているMJポートに ZM-1REC（ZM-1REC付属ケーブル「CREC-CP」）
を接続します。

• MJ1の場合 ............ MJ1ポートに ZM-1RECを接続します。通常
MJ1になっています。

• MJ2 の場合 ............ MJ2ポートに ZM-1RECを接続します。画面
データの [モジュラージャック 2]の設定が [メ
モリカード ]に設定されている場合のみ [ポー
ト選択 ]が MJ2になります。

2. メモリカードを挿入
ZM-1RECにメモリカードを挿入します。

3. メモリカード内情報
[モジュラージャック /MJ1 ]スイッチを押します。
挿入されているメモリカードの情報 [メモリカード内情報 ]が表示されます。

[閉じる ]スイッチを押すと、元の転送選択画面に戻ります。



6-16 2. 「ローカルメイン」について
4. データ選択と動作選択
動作選択は「本体 <--カード、本体 -->カード、本体 <-->カード」から選択します。各スイッチ
を押して ONさせれば、選択対象として認識されます。なお、データ選択は複数選択可能です。

5. 転送開始
[転送開始 ]スイッチを押すと転送開始します。転送中は [転送開始 ]スイッチの文字が [転送中 ]
に変わり点滅し、終了時にメッセージを表示します。

[確認 ]スイッチを押します。

6. [戻る ]スイッチを押すと、「カード転送メニュー」に戻ります。

データ選択 動作選択
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2-2. CFカードからの画面データの転送について

CFカードの構成
CFカード内のフォルダ構成は下図のようになっています。

DAT0000（アクセスフォルダ）

DSPDEF（画面データ自動アップロード用フォルダ）

（その他のフォルダは「アクセスフォルダ」時と同様）

DSP

CARD

SRAM

MEMO

RECIPE

SAMPLE

HDCOPY

BITMAP

JPEG

SNAP

WAV

FONT

WEBSERV

AAAAAAAA
BBBBBBBB

FFFFFFFF

DSPDEF DSP

*1 *2

DSP0000.BIN

MCMHEAD.BIN
MCMxxxx.BIN
SRM0000.BIN

MEMxxxx.BIN

RECxxxx.CSV
xxxxxxxx.CSV

BMPxxxx.BIN

VDxxxx.JPG

WAxxxx.WAV

DSPDEF.BIN

xxxx.FTD

*3

SMPxxxx.BIN
SMPxxxx.CSV
HDxxxx.JPG
HDxxxx.BIN

xxxx.JPG
JPxxxx.JPG

xxxxxxxx.SHT
xxxxxxxx.HTM
xxxxxxxx.TXT

CFカード
フォルダ名 フォルダ名 ファイル名

その他のフォルダはアクセスフォルダ
と同様

*1 ZM-71Sで設定したアクセスフォルダ名です。
半角 8文字以内であればユーザーで自由に
フォルダ名を設定できます。

*2 アクセスフォルダが作成された時点で各フォ
ルダは自動作成されます。フォルダ名は固定
です。

*3 画面データ自動アップロード用フォルダ名は
固定です。

フォルダ名 内容 フォルダ名 内容

BITMAP パターン（ビットマップ）データを格納して画
面データ容量を節約します

RECIPE レシピデータが読み込まれたり書き込まれたり
します

CARD
ZM-42～82互換のメモリマネージャ機能を
使った場合のレシピデータが ZM-342D/Tから
書き込まれます

SAMPLE データロギングの履歴データが格納されます

DSP 画面データが読み込まれたり書き込まれたりし
ます

SNAP ビデオでスナップされた画像が格納されます

FONT ゴシックフォントまたは多言語を格納して画面
データ容量を節約します

SRAM SRAM内のデータのバックアップデータが格
納されます

HDCOPY ハードコピーイメージが JPEGファイル形式で
ZM-342D/Tから書き込まれます

WAV 音声出力用WAVファイルを格納して画面デー
タ容量を節約します

JPEG JPEGファイルを格納して画面上に表示します WEBSERV Webブラウザからアクセスするファイルを格
納します

MEMO ZM-342D/Tで描かれたメモ帳の内容を保存し
ます

フォルダ名 内容

DSP 本体のディップスイッチを設定後、CFカードを本体に挿入すると、自動的にこのフォルダ内の画面データを読
み込みます



6-18 2. 「ローカルメイン」について
CFカードからの画面データの転送について
ZM-342D/Tと CFカード間の転送手順を以下に説明します。

1. CFカード挿入
CFカードをオプションユニット側面の CFカードコネクタ、または USBポートの CFカード
リーダライタに挿入します。

* この画面以降は、CFカードの抜き差しはしないでください。

2. CFカード接続先
「内蔵ソケット」、「USBポート」から選択します。

3. データ選択
データ選択は、「画面データ」を選択します。ランプが点灯状態ならば、選択対象として認識さ

れます。

4. 動作選択
[本体 <--カード ]、[本体 -->カード ]、[本体 <-->カード ]から選択します。

[本体 <--カード ]を選択した場合
パソコンから CFカードに画面データを転送しておきます。

1. [本体 <--カード ]を選択した場合、次のような画面に切り替わります。

データ選択 動作選択

ZM342
2004

ZM340

CFカードと通信中に点滅します。

前の画面に戻ります。

CFカードの残り容量が表示されます。

現在選択中のフォルダ名が表示されます。
デフォルトは本体の画面データで設定されてい
る「アクセスフォルダ名」です。
本体内に画面データがない場合は、「DAT0000」
になります。

現在選択中のフォルダ内の情報が表示されます。

「本体 <--カード」の転送を開始します。

フォルダ名の確認および変更をします。
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2. 「フォルダ名」、「残り容量」、「CFカードファイル情報」を確認します。確認後、選択されている
フォルダでよければ 4.へ進みます。

• フォルダ名
現在選択中のフォルダ名が表示されます。

デフォルトは本体の画面データで設定されている「アクセスフォルダ名」が表示されます。

本体内に画面データがない場合は、「DAT0000」を表示します。

• 残り容量
CFカードの残り容量が表示されます。

• CFカードファイル情報
現在選択中のフォルダの情報が表示されます。

3. フォルダ名を変更する場合は、[フォルダ選択 ]スイッチを押します。
「フォルダ選択」画面が表示されます。

• 各フォルダの詳細を見たい場合は [フォルダ詳細 ]スイッチを押します。
「フォルダ詳細」画面が表示されます。

• [↑] / [↓]スイッチでフォルダを選択し、[決定 ]スイッチを押します。
「カード  転送」画面に戻り、「CFカードファイル情報」に選択したフォルダの内容が表示さ
れます。

ZM342

ZM342

カーソルを移動

フォルダの詳細を表示します。

フォルダを選択後、このスイッチで確定。

ZM342

カーソルを移動

「フォルダ選択」画面
に戻ります

[↑] / [↓]スイッチで
スクロールします。



6-20 2. 「ローカルメイン」について
4. [転送データ選択 ]スイッチを押します。
「転送データ選択」ウィンドウが表示され、同時に [転送データ選択 ]スイッチの文字が「転送開
始」に変わります。

転送するデータを選択し、[転送開始 ]スイッチを押します。

「転送データ選択」ウィンドウをキャンセルする場合は [戻る ]スイッチを押します。

5. 転送中は [転送開始 ]スイッチの文字が [転送中 ]に変わり点滅します。正常に終了すると次の
ウィンドウが表示されます。（ただし、「プログラム」または「全てを選択」を選択した場合、正

常に終了すると、メッセージウィンドウは表示せずにローカルメイン画面に戻ります。

[確認 ]スイッチを押します。
「カード  転送メニュー」画面に切り替わります。
その他のメッセージが表示された場合は、P 6-26を参照してください。
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[本体 -->カード ]を選択した場合
1. [本体 -->カード ]を選択した場合、次のような「カード  転送」画面に切り替わります。

2. 「フォルダ名」および「CFカードファイル情報」を確認後、[転送開始 ]スイッチを押します。

* 画面データのアクセスフォルダ名と CFカード内のアクセスフォルダ名が同じ場合は「CF
カードファイル情報」が表示され、本体のデータが上書きされます。上書きを実行すると、

CFカードに入っていたデータはなくなるので注意してください。
「CFカードファイル情報」が空欄の場合は、フォルダ名の下の DSPフォルダに新規ファイ
ル「DSP0000.BIN」が作成されます。

3. 転送中は [転送開始 ]スイッチの文字が [転送中 ]に変わり点滅します。正常に終了すると次の
ウィンドウが表示されます。

[確認 ]スイッチを押します。「CFカードファイル情報」は転送したデータの内容に切り替わり
ます。

その他のメッセージが表示された場合は、P 6-26を参照してください。

4. [戻る ]スイッチを押すと、「カード  転送メニュー」画面に戻ります。

ZM342
2004

ZM340

現在選択中のフォルダ内の情報が表示されます。
画面データが存在しない場合は空欄になります。

CFカードと通信中に点滅します。

前の画面に戻ります。

CFカードの残り容量が表示されます。

現在選択中のフォルダ名が表示されます。

「本体 -->カード」の転送を開始します。
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[本体 <-->カード ]を選択した場合
1. [本体 <-->カード ]を選択した場合、次のような「カード  転送」画面に切り替わります。
比較が実行できる画面データは、本体で設定されている「アクセスフォルダ名」と同じ名前の

フォルダ内にある画面データ（DSPフォルダ）のみです。

2. [転送開始 ]スイッチを押します。

3. 転送中は [転送開始 ]スイッチの文字が [転送中 ]に変わり点滅します。正常に終了すると次の
ウィンドウが表示されます。

[確認 ]スイッチを押します。
その他のメッセージが表示された場合は、P 6-26を参照してください。

4. [戻る ]スイッチを押すと、「カード転送メニュー」画面に戻ります。

ZM342
2004

ZM340

現在選択中のフォルダ内の情報が表示されます。
画面データが存在しない場合は空欄になります。

CFカードと通信中に点滅します。

前の画面に戻ります。

CFカードの残り容量が表示されます。

現在選択中のフォルダ名が表示されます。

「本体 -->カード」の転送を開始します。
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本
体
操
作
方
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2-3. SRAMのバックアップ方法

電池交換のために、本体内蔵の SRAMメモリに格納されているデータをバックアップする方法につ
いて説明します。

1. [カード転送メニュー ]画面上の [SRAM]スイッチを選択します。ランプが赤い状態ならば、選
択対象として認識されます。

2. 動作選択は [本体 <--カード ]、[本体 -->カード ]、[本体 <-->カード ]から選択します。

3. 次の [SRAM  転送 ]画面に切り替わります。
• [本体 -->カード ]、[本体 <-->カード ]を選択した場合、以下の表示となります。
本体に入っている画面データと同じ名前のアクセスフォルダ名の CFカードのフォルダ名を
選択し、表示します。転送するファイル名は「SRM0000.BIN」固定です。

データ選択 動作選択

ZM342

現在選択中のフォルダ名が表示されます。

CFカードの残り容量が表示されます。

「本体 -->カード」の転送を開始します。

CFカードと通信中に点滅します。

前の画面に戻ります。

「本体 <-->カード」を選択した際は
「本体 <-->カード」と表示されます。

現在選択中のファイル名が表示されます。

フォルダ名の確認および変更をします。
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• [本体 <--カード ]を選択した場合、以下の表示となります。

1) フォルダを変更する際は [フォルダ選択 ]スイッチを押します。
（フォルダ名「SRM0000.BIN」は固定です。）

2) P 6-19のような「フォルダ選択」画面が表示されます。
フォルダを選択し（P 6-19参照）、[決定 ]スイッチを押します。

3) 「SRAM  転送」画面に戻ります。

4. 転送開始
フォルダ名、残り容量、転送動作を確認し、[転送開始 ]スイッチを押します。
転送が開始されます。

5. 転送終了
正常に終了すると次のウィンドウが表示されます。

[確認 ]スイッチを押します。
その他のメッセージが表示された場合は、次頁を参照してください。

6. [戻る ]スイッチで [カード転送メニュー ]画面に切り替わります。

ZM342

現在選択中のフォルダ名が表示されます。

CFカードの残り容量が表示されます。

「本体 <--カード」の転送を開始します。

CFカードと通信中に点滅します。

前の画面に戻ります。

現在選択中のファイル名が表示されます。

フォルダ名の確認および変更をします。
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本
体
操
作
方
法

2-4. CFカード内のデータの消去

CFカード内のデータを抹消することが可能です。手順は以下のとおりです。

1. 動作選択で [消去 ]を選択します。

2. 以下のような [CFカードデータ消去 ]画面に切り替わります。

カード内のデータを全て消去してもよい場合は [実行 ]スイッチを押します。
元の画面に戻る場合は [戻る ]スイッチを押します。

3. [実行 ]スイッチを押すと、しばらく点灯状態となります。
データ消去が完了すると、以下のようなメッセージが表示されます。

以上でデータ消去は完了です。

[戻る ]スイッチを押して、元の [カード転送メニュー ]に戻ります。

* [データ消去完了 ]メッセージが表示された時点で、CFカードの内容は完全に抹消されてい
ますが、[戻る ]スイッチによって [ローカルメイン画面 ]に戻った時点で、新たなフォルダ
が CFカード内に自動的に作成されます。
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2-5. データ転送時のメッセージ表示について

転送時にエラーが起きた場合は、右図のようなメッ

セージ表示ウィンドウが ZM-342D/T画面上に表示され
ます。

メッセージの種類と内容は次のとおりです。なお、メモリカードと CFカード共通のメッセージとな
りますので、CFカードをご使用の際は、「メモリカード」は「CFカード」のことです。

メッセージ 内容

動作は正常に終了しました 指定した動作が正常に終了しました

カードが接続されていません モジュラージャック選択時、ZM-1RECを接続していません

カードとの通信に異常があります
モジュラージャック選択時、ZM-342D/T～ ZM-1REC間に通信エラーが発生し
ました

メモリカードが挿入されていません メモリカードが挿入されていません

メモリカードの容量をオーバーしています
メモリカードへのデータ書き込み時、ZM-342D/T本体内のデータがメモリカー
ドの容量よりも大きいため、書き込みが行えません

プロテクトスイッチが ONになっています メモリカードへのデータ書き込み時、カードのプロテクトスイッチが ONになっ
ていたため、書き込みが行えません

書き込みエラーが発生しました メモリカードへのデータ書き込み中にエラーが発生しました

データが存在しません 読み込み先のデータがありません

データの機種が異なります
ZM-342D/T本体へ書き込もうとしたとき、メモリカードのデータと ZM-342D/T
本体の機種が異なっています

データの読み込みができません メモリカードのデータが読み込みできないデータでした

読み込みエラーが発生しました ZM-342D/T本体内フラッシュ ROMへ書き込み中にエラーが発生しました

データが一致しません データ比較において、メモリカードと ZM-342D/T内データに違いがありました

本体側の画面データは破壊されます
メモリカードから本体へ、現在より大きいフォントデータを転送しようとする
際、既に本体内にある画面データが破壊されるときの警告
（[確認 ]スイッチで続行、[キャンセル ]スイッチで中断できる）

未定義エラーが発生しました 上記以外の何らかの原因で、エラーが発生しました



6

2. 「ローカルメイン」について 6-27

本
体
操
作
方
法

3. 「通信パラメータ」について

「ローカルメイン」画面上の [通信パラメータ ]スイッチを押すと、以下のような「通信パラメータ」
画面が現れます。

この画面は、ZM-342D/Tの通信パラメータの設定内容が確認できる画面です。

「ローカルメイン」画面に戻ります。

通信パラメータ
の内容

マルチリンク 2
またはマルチリンク

の設定内容

※通信パラメータで
[接続形式：マルチリンク
またはマルチリンク 2]の

時のみ表示
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4. 「拡張プログラム情報」について

「ローカルメイン」画面上の [拡張情報 ]スイッチを押すと、以下のような「拡張プログラム情報」
画面が現れます。

温調 /PLC2Way通信、ラダー転送機能、Modbusスレーブ通信などを設定した画面の場合、ドライ
バや通信パラメータの設定内容を確認することができます。



6

2. 「ローカルメイン」について 6-29

本
体
操
作
方
法

5. 「Ethernet」について（オプション）

オプションユニット「ZM-340EU」を装着した ZM-342D/Tにおいて、購入後、初めて画面データを
Ethernet通信で転送する場合、「初期画面」上の [IPアドレス (Japanese)]スイッチを、また画面
データが転送されている本体に画面データを転送する場合は「ローカルメイン」画面上の [Ethernet
情報 ]スイッチを押すと、「Ethernet情報」画面が現れます。

5-1. Ethernet情報

現在の IPアドレスやポート No.、エラーなどが確認できます。

[Ethernet]スイッチを押すと、IPアドレス設定を行うための「Ethernet」画面が表示されます。

[Ethernet情報 ]スイッチを押すと、元の「Ethernet情報」画面に戻ります。

ZM-342D/Tで Ethernet接続をするには、オプションユニット「ZM-340EU」が必要で
す。

「ローカルメイン」画面に戻ります。IPアドレス設定画面（「IPアドレス設定」P6-30参照）へ
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5-2. IPアドレス設定

Ethernet通信する際には、必ず IPアドレス（ネットワーク上で ZM-342D/Tを識別するための番号）
を設定します。設定方法は、画面データの状態によって、それぞれ異なります。

画面データの

「本体設定」→

「□ IP設定を行う」
にチェックがある

画面データの

ネットワークテーブル

に自局の設定がある

いいえ いいえ *

はいはい

いいえ *

はい

はい

画面データに

ネットワークテーブル

の設定がある

画面データに

ネットワークテーブル

の設定がある

いいえ *

「設定 1の場
合」P6-31参
照

「設定 2の場
合」P6-32参
照

「設定 3の場
合」P6-33参
照

「設定 4の場
合」P6-34参
照

* 画面データにネットワークテーブル設定がない場合
・Ethernet 用マクロコマンド（EREAD/EWRITE/SEND）の使用不可
・PLC との Ethernet 通信不可
詳細は「ネットワークテーブルについて」P 6-32参照
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設定 1の場合

ローカルメイン画面で IP アドレスの設定をします。

1.  ローカルメイン画面の［Ethernet］ボタンから Ethernet 画面を表示します。

2.   IP アドレス、その他必要な設定をします。

3. ［設定完］ボタンでローカルメイン画面に戻ります。

「カーソル移動」スイッチ

カーソル上の値の「インクリメント /
デクリメント」スイッチ

IPアドレス等の設定後、この「設定完」スイッチを押
すと設定を確定し、「ローカルメイン」に戻ります。

10BASE-Tのインターフェースが
正常か確認できます。
正常時 : 接続
異常時 : 切断

「Ethernet情報」画面に戻ります。



6-32 2. 「ローカルメイン」について
設定 2の場合

*1 ネットワークテーブルについて
ZM-71Sで Ethernet通信する ZM-342D/T、PLC、PCなどの機器の IPアドレス等をネットワークテーブルに
登録します。
（[システム設定 (A)] → [ネットワークテーブル設定 (H)] → [Ethernet(E)] → [ネットワークテーブル編集 ]
で登録）
登録したネットワークテーブルの IPアドレスを使用する場合はスイッチ表示を [IPアドレスをネットワーク
テーブルから選択する ]に変更します。

「カーソル移動」スイッチ

カーソル上の値の「インクリメント /
デクリメント」スイッチ

IPアドレス等の設定後、この「設定完」スイッチを押
すと設定を確定し、「ローカルメイン」に戻ります。

10BASE-Tのインターフェースが
正常か確認できます。
正常時 : 接続
異常時 : 切断

「Ethernet情報」画面に戻ります。

「IPアドレス設定」スイッチを押すと、ネットワーク
テーブルより IPアドレスを選択することが可能となり
ます。
スイッチ表示も「IPアドレスをネットワークテーブル
から選択する」に変わります。*1

ネットワーク
テーブル No.
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ローカルメイン画面で IP アドレスの設定をします。

1. ローカルメイン画面の［Ethernet］ボタンから Ethernet 画面を表示します。

2. 画面上のスイッチ表示を「IP アドレスをネットワークテーブルから選択する」にします。

3. ネットワークテーブル No. の変更で、IP アドレスを選択します。

4. ［設定完］ボタンで Ethernet情報画面に戻ります。

設定 3の場合
画面データで IP アドレスの設定をします。

1. エディタにおいて、[システム設定 ]→ [本体設定 ]→ [IPアドレス設定 ]をクリックします。[IP
アドレス設定 ]ダイアログが表示されます。

2. [□ IP設定を行う ]にチェックします。

3. 以下の設定をします。
• IPアドレス
• デフォルトゲートウェイ
• サブネットマスク
• ポート No.
• 送信タイムアウト時間
• メモリプロテクト

4. [OK]をクリックし、画面転送します。「ローカルメイン」画面の「Ethernet情報」画面で、設定
した IPアドレスが確認できます。



6-34 2. 「ローカルメイン」について
設定 4の場合
画面データで IP アドレスの設定をします。

1. エディタにおいて、[システム設定 ]→ [本体設定 ]→ [IPアドレス設定 ]をクリックします。[IP
アドレス設定 ]ダイアログが表示されます。

2. [□ IP設定を行う ]にチェックします。

3. [□ IPアドレスをネットワークテーブルから選択する ]にチェックし、ネットワークテーブルに
おいて本体の IPアドレスを登録したテーブル No.を設定します。

4. [OK]をクリックし、画面転送します。「ローカルメイン」画面の「Ethernet情報」画面で、設定
した IPアドレスが確認できます。
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IPアドレスを一時的に変更する場合
一時的に IPアドレスを変更する場合に、ローカルメイン画面上で変更することができます。
ただし、IPアドレスの設定方法（P 6-30）により、変更画面が異なります。

設定 1/設定 2の場合

設定 3/設定 4の場合

「カーソル移動」スイッチ

カーソル上の値の「インクリメント /
デクリメント」スイッチ

「IPアドレス設定」の状態にします。

「カーソル移動」スイッチ

カーソル上の値の「インクリメント /
デクリメント」スイッチ
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6. 「SRAM / 時計」について

• ZM-342D/Tの内蔵時計を使用する場合は、ZM-71Sの [システム設定(A)]の [SRAM/時計設定(W)]の
[SRAM/時計設定 ]を設定する必要があります。
設定方法については『ZM-71S取扱説明書（機能編）』を参照してください。

• ZM-342D/Tの内蔵時計を使用する場合は、必ず電池をセットしてください。電源が供給されない
と SRAMや時計の内容が保持できません。
電池が接続されていない場合、「ローカルメイン」画面上に「電池未接続」メッセージの表示と、

[SRAM/時計 ]スイッチの文字のブリンクで警告します。速やかに対応してください。
電池交換が必要な場合、「電池電圧低下」のメッセージを表示します。

•「ローカルメイン」画面上の [SRAM/時計 ]スイッチを押すと、以下のような「SRAM/時計」画面
が現れます。

この画面は、内蔵カレンダの調整と、SRAMエリアをフォーマットするための画面です。

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

[SRAM/時計 ]スイッチ

電池未接続、または電池電圧低下の
メッセージで警告します。

2004

2 0 0 4
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日付と時刻合わせ

1. [←] / [→]スイッチでカーソル移動し、[+] / [−]スイッチで値を変更します。

2. 日付、時刻を合わせたら、[セット ]スイッチを押し、確定します。

3. 上部のカレンダが変更します。

SRAMのフォーマット
SRAMのフォーマットを行うと、前のデータは消えてしまいます。細心の注意をはらってフォー
マットを行ってください。

1. [フォーマット ]スイッチを押し、次に [実行 ]スイッチを押します。

2. 現在の画面データの形式でフォーマットされます。フォーマットが完了すると「∗∗フォーマッ
ト完了 ∗∗」のメッセージが表示されます。



6-38 2. 「ローカルメイン」について
7. 「拡張機能設定」について

「ローカルメイン」画面上の「Editor : MJ1」を押すと、以下のような「拡張機能設定」画面が現れま
す。

モデムを使って画面データを転送する際の ZM-342D/Tとモデム間のボーレートの設定をします。

1. 設定値の [↑] / [↓]スイッチでモデム通信ボーレートを選択し、[設定完 ]スイッチで設定が完了し
ます。

（選択範囲 : 4800, 9600, 19200, 38400, 57600, 115200）

* [設定完 ]スイッチを押してから 15秒間、「ローカルメイン」画面のスイッチおよびファンク
ションスイッチは効きません。

* [設定完 ]スイッチを押すと、同時にモデム側に ATコマンドが自動送信され、ZM-342D/Tと
モデム間のボーレートの設定をします。

2. 自動的に「ローカルメイン」画面に戻り、「Editor : MJ1」の右に「モデム接続モード」と表示さ
れます。

3. モデムを使わずに画面データを転送する場合は、モデム通信ボーレートは必ず“未使用”を設定
してください。

パソコンと ZM-80Cを接続して画面データを転送する場合は、モデム通信ボーレートは“未使
用”です。

[Editor: MJ1]スイッチを押すと
「拡張機能設定画面」が表示し
ます。

[設定完 ]スイッチを押すと「ローカルメイン」画面
に戻ります。



7 エラー処理
1. エラーメッセージ

2. トラブルシューティング
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1. エラーメッセージ 7-1

エ
ラ

ー
処

理

1. エラーメッセージ

ZM-342D/T 本体上に表示されるエラーメッセージには以下の 5 種類があります。

1. 通信エラー

2. チェック

3. Warning

4. SYSTEM ERROR

5. タッチスイッチが動作しています

1. 通信エラー

* 一度も正常に通信せずに上記のエラーが出た場合は、主に「備考」欄 : 「1」の対策をとってく

ださい。

正常通信中に、突然上記のエラーが出た場合は、「備考」欄 : 「2」の対策をとってください。

MENU

* [ 通信パラメータ ] の [ 細かい設定 ] の [ 通
信異常処理 ] を [ 継続 ] に設定した場合は以

下のような画面となります。

エラーメッセージ 内容 対策 備考

タイムアウト
PLC に送信要求を出しても時間内に返

答がない

1. 通信パラメータのチェック

2. ケーブルの配線チェック
1

3. ノイズによるデータ化けの可能性あり

ノイズ対策をしてください
2

パリティ パリティチェックでエラーとなった

1. ケーブルの配線チェック 1

2. ノイズによるデータ化けの可能性あり

ノイズ対策をしてください
2

フレーミング
ストップビットは [1] でなければなら

ないのに [0] を検出した

1. 通信パラメータのチェック

2. ケーブルの接触不良、配線チェック
1

3. ノイズによるデータ化けの可能性あり

ノイズ対策をしてください
2

オーバーラン
1 キャラクタ受信後、内部処理が完了

前に次の 1 キャラクタを受信した

1. 通信パラメータのチェック 1

2. ノイズによるデータ化けの可能性あり

ノイズ対策をしてください
2

チェックコード
PLC のレスポンスでチェックコードが

正しくなかった

1. 通信パラメータのチェック 1

2. ノイズによるデータ化けの可能性あり

ノイズ対策をしてください
2



7-2 1. エラーメッセージ
＜対策＞

1. リンクユニットの設定を確認してください

（設定後は PLC の電源を一度 OFF してください）

2. ZM-71S の [ システム設定 ] の [ 通信パラメータ設定 ] の設定を確認してください

3. 時々エラーが発生する場合は、ノイズ等による通信エラーが考えられます

ネットワークエラーメッセージ

• Ethernet

エラーメッセージ 内容 対策

異常コードを受信しました PLC が出しているエラーコード (NAK) PLC のエラーコードを調べて対策してくださ

い

ブレーク
PLC 側の SD (TXD) が LOW レベルになった

ままである

PLC 側 SD (TXD)ZM-342D/T 側 RD (RXD) の
結線を確認してください

メモリオーバー
（三菱 CPU 適用）

接続中の PLC のメモリ範囲を超えたアドレス

を指定した
設定したメモリの種類と範囲を確認してくだ
さい

該当 CPU なし

（三菱 CPU 適用）
現在サポートしている PLC に該当する CPU
がない

ご使用の CPU に ZM-342D/T が対応している

か確認してください

フォーマット
受信したデータが規定のコードと異なってい
た

下記の 1, 2, 3 を確認してください

コンペア
（HIDIC S10 適用）

送信データと受信データが異なっていた 下記の 1, 2, 3 を確認してください

NAK
（A・B 製 PLC 適用）

NAK コードを受信した 下記の 1, 2, 3 を確認してください

TNS 不一致

（A・B 製 PLC 適用）
送信 TNS データと受信 TNS データが不一致

であった
下記の 1, 2, 3 を確認してください

通信エラー 不明な通信エラーを検出した 下記の 1, 2, 3 を確認してください

カウントエラー
（三菱 CPU および Q リンク

ユニット適用）

期待したデータ数がカウント値と異なってい
た

下記の 1, 2, 3 を確認してください

コマンドエラー
（三菱 CPU および Q リンク

ユニット適用）

レスポンスのコードが期待したコードと異
なっていた

下記の 1, 2, 3 を確認してください

該当カセットなし
（三菱 ACPU 適用）

現在サポートしているメモリカセットに該当
するカセットがない

パスワードエラー
（三菱 QCPU 適用）

適合するパスワードがない

エラーメッセージ 内容 対策

Ethernet Error:XXXX

システムメモリ $s518 に Ethernet の状態が格

納され、0（正常）以外のコードが入った場合

にエラーとなります。
XXXX : エラー No.

エラー No. の内容および対策については、

『PLC 接続マニュアル』の「付録 5 Ehternet」
の「エラー表示」を参照してください。
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1. エラーメッセージ 7-3

エ
ラ

ー
処

理

2. チェック

3. Warning

転送中にローカルメインで下のようなエラーを表示する場合があります。

この Warning は警告メッセージです。

警告内容およびその対処方法については『ZM-71S 取扱説明書（機能編）』を参照し、画面を修正し

てください。

エラーメッセージ 内容 対策

スクリーン No 異常
受信した No. のスクリーン

が設定されてない

通信開始時、ZM-342D/T は [ 読込エリア ] n + 2 に入っている

値をスクリーン No. と判断して表示します

この [ 読込エリア ] n + 2 の値が、実際に作成していないスク

リーン No. になっていないか、PLC をチェックしてください

データにエラーがあります
Error : XX (XX : XXX)

作成した画面データに誤り
があります

Error : XX (XX : XXX) はエラーを出した編集画面およびエラー

の内容を示します
エラー内容およびその対処方法については『ZM-71S 取扱説

明書（機能編）』を参照し、画面データを修正してください

No.

エラーメッセージ 内容 対策

通信エラー
チェック  I/F ドライバ

パソコンに通信要求を出
しても設定時間内に応答
がなかった

シミュレータ用の I/F ドライバが転送されています

シミュレータを使用しないのであれば、画面データ転送時に [
シミュレータ使用する ] のチェックをはずして転送し直してく

ださい

Z M - 3 4 2 TZ M - 3 4 2 T
2004

警告メッセージ



7-4 1. エラーメッセージ
4. SYSTEM ERROR

装置本体のシステムで異常（システムが暴走した場合に発生する）を検出した場合、ZM-342D/T 本

体上に以下のようなエラーを表示します。

ERROR:  XX
1: ウォッチドックタイマエラー

11: スイッチテーブルエラー

30: 表示要求満杯エラー

31: メモリアロケート  システムエラー

32: 一般例外 /MMU アドレス  システムエラー

33: RTOS システムエラー

34: メモリエラー

35: 不正メモリエラー

原因として次の 3 点が考えられます。

1) ノイズ等による本体内プログラムの暴走

2) 本体のハードウェア異常

3) 本体内プログラム不良

後述の「2. トラブルシューティング」（P 7-5）に従って処置を行ってください。

5. タッチスイッチが動作しています

タッチスイッチが押された状態で電源を投入すると本

体上に以下のようなエラーを表示します。

画面から手を離してください。

SYSTEM ERROR : 32
TEA : XXXXXXXX
SSR : XXXXXXXX

R0 : XXXXXXXX
R2 : XXXXXXXX
R4 : XXXXXXXX
R6 : XXXXXXXX
R8 : XXXXXXXX

R10 : XXXXXXXX
R12 : XXXXXXXX
R14 : XXXXXXXX

EXPEVT : XXXXXXXX
SPC : XXXXXXXX

R1 : XXXXXXXX
R3 : XXXXXXXX
R5 : XXXXXXXX
R7 : XXXXXXXX
R9 : XXXXXXXX

R11 : XXXXXXXX
R13 : XXXXXXXX
R15 : XXXXXXXX
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2. トラブルシューティング 7-5

エ
ラ

ー
処

理

2. トラブルシューティング

エラーが発生したら

下記の「よくある症状一覧」の症状をチェックし、該当する内容があれば処置に従って対応してく

ださい。

よくある症状一覧

症　状 原　因 処　置

PLC と接続しているのに全

く通信しない。本体上には
「通信エラー：タイムアウ
ト」と表示される。 

以下の原因が考えられます。

１）接続ケーブルの配線ミス、断線
２）PLC 側のパラメータ設定が間違っている、

ZM 側と一致していない

３）本体不良

対応は以下のとおりです。

１）ケーブルを確認してください。
２）PLC 側のパラメータを一度確認してくだ

さい。
３）本体の I/O テスト画面にて、ループバック

テスト（P 6-7 参照）を行ってください。

今まで正常に通信していた
のに、ある画面を開くと必
ず「通信エラー：異常コー
ドを受信しました」が出る
ようになった。 

異常コードは PLC 側からのエラー（NAK）
コードを表示しています。

１）ある画面でだけ出るエラーコードならば、
可能性として、PLC 側にないメモリアド

レスを ZM の画面上に配置しています。

２）電源投入時に出るエラーコードならば、通
信パラメータ、バッファリングエリア設
定、初期マクロ等で PLC 側にないメモリ

アドレスを設定している可能性がありま
す。

１）その画面で設定している PLC メモリで、

範囲をオーバーしているようなアドレスが
ないか確認してください。

２）通信パラメータ、バッファリングエリア設
定、初期マクロ等で設定している PLC メ

モリで、範囲をオーバーしているようなア
ドレスがないか確認してください。

今まで正常に通信していた
のに、突然「通信エラー：
パリティ」「通信エラー：フ
レーミング」などが出るよ
うになった。 

ノイズによるエラーの可能性が高いです。 ノイズ対策が十分に行われているか確認して
ください。

例）
動力線などと一緒に通信ケーブルを束ねてい
ないか、
ケーブルにフェライトコアを装着してみたら
どうか、
電源にノイズフィルターを付けることはでき
ないか、など



7-6 2. トラブルシューティング
「SYSTEM ERROR: xx」が

表示された。 
症状によって、原因が異なります。
１）電源を入れ直したら治る

↓
通信がタイミングによってうまくいかな
かった。

２）電源を入れなおしても治らない
↓
ある条件下で必ず起きるエラー、または本
体不良。

３）CF カードを差している

↓
CF カードの向き（表裏）が逆で差してい

る可能性がある。

１）もし電源再投入後に安定して通信している
ようならば、しばらく様子を見てくださ
い。

２）逆向きに CF カードを差していないかご確

認ください。

スイッチが効かない。 １）RUN 中に効かない。ピピピっと音がする。

↓
スイッチにインターロックをかけていませ
んか？

２）タッチスイッチがずれて反応する。
ローカルメイン画面の「I/O テスト」画面

で「タッチスイッチ」に入って、画面を押
すと、ずれた箇所が反応がする。
↓
スイッチずれの可能性があります。

３）STOP しても効かない。

ローカルメイン画面の「I/O テスト」画面

で「タッチスイッチ」に入って、画面を押
しても反応がない。
↓
本体のスイッチ不良の可能性があります。

１）スイッチの機能など、ZM-71S で設定を一

度確認してください。

２）タッチスイッチのキャリブレーション（P 
6-13 参照）を実行してください。

画面が真っ暗になった。
画面がうす暗い。

１）画面にさわると元の明るい画面になる。
↓
バックライトの設定が自動的に動いている
だけです。

２）画面に触れても復帰しない。POWER ラン

プはついている。
↓
バックライトの寿命または本体のエラーの
可能性があります。

１）バックライトの OFF するタイミングを変

更するならば、ZM-71S の設定を変更して

ください。

画面転送ができない。 １）一度もうまくいっていない。
↓
パソコン側の設定がおかしい可能性があり
ます。

２）以前はできたのに、急にできなくなった。
↓
本体側の不良または設定不一致の可能性が
あります。

３）シリアル転送以外
↓
Ethernet または USB の設定に問題がある

可能性があります。

１）ZM-71S の転送ダイアログで、ボーレート

をひとつ落としてみてください。また
COM ポートの選択が間違っていないか確

認してください。

２）本体で「モデム転送モード」になっていな
いか確認してください。（ローカルメイン
画面の左下隅に表示が出ていたら該当しま
す。）
また、本体の RS-232C のループバックテ

スト（P 6-7 参照）をお試しください。

３）Ethernet 転送の場合

ZM-71S と本体の IP アドレスが一致して

いるか確認してください。
また本体で Ethernet 接続に関するエラー

が発生していないか確認してください。

USB 転送の場合

USB ドライバが正常に認識しています

か？ドライバのインストール（P 2-21）は

正常に終了しましたか？

症　状 原　因 処　置

SYSTEM ERROR : XX
TEA : XXXXXXXX
SSR : XXXXXXXX

R0 : XXXXXXXX
R2 : XXXXXXXX
R4 : XXXXXXXX
R6 : XXXXXXXX
R8 : XXXXXXXX

R10 : XXXXXXXX
R12 : XXXXXXXX
R14 : XXXXXXXX

EXPEVT : XXXXXXXX
SPC : XXXXXXXX

R1 : XXXXXXXX
R3 : XXXXXXXX
R5 : XXXXXXXX
R7 : XXXXXXXX
R9 : XXXXXXXX

R11 : XXXXXXXX
R13 : XXXXXXXX
R15 : XXXXXXXX



8 保守と点検
1. 保守・点検



8

1. 保守・点検 8-1

保
守

と
点

検

1. 保守・点検

日常の点検

• ZM の取り付けネジのゆるみがないことを確認してください。

• 相手機器との接続に使われているコネクタ、端子ネジにゆるみがないことを確認してください。

• ディスプレイ表面やフレームが汚れた場合は、市販のアルコールを乾いた柔らかい布等にしみ込

ませて拭き取ってください。

• 定期点検を 1 年に 1 ～ 2 回ほど実施してください。ただし、設備・装置の移転や改造時、また高温

多湿やホコリの多く出る環境下の場合には、状況に応じて回数を増やしてください。

定期点検

以下の点検項目を確認してください。

• 周囲の温度、湿度は適しているか？

0 ～ +50 ℃、85％RH 以下

• 周囲の雰囲気は適しているか？

• 腐食性ガスがないか？

• 電源電圧は許容範囲内であるか？

DC 品：DC24V ± 10％

• ZM の取り付けネジにゆるみはないか？

• 相手機器との接続に使われているコネクタ、端子ネジにゆるみはないか？

• リチウム一次電池の有効期限は過ぎていないか？

保守・点検時は必ず電源を切ってから行ってください。感電や破損のおそれがありま

す。
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技術センター 

063-0801 
984-0002 
320-0833 
371-0855 
114-0012 

235-0036 
424-0067 
454-0011 
921-8801 
547-8510 

701-0301 
731-0113 
760-0065 
791-8036 
816-0081

（011） 
（022） 
（028） 
（027） 

（03） 

（045） 
（0543） 
（052） 
（076） 

（06） 

（086） 
（082） 
（087） 
（089） 
（092） 

641－0751 
288－9161 
634－0256 
252－7311 

3810－9963
 

753－9540 
44－5621 
332－2671 
249－9033 

6794－9721 

292－5830
 

874－6100 
823－4980 
973－0121 
572－2617

● インターネットホームページによるシャープ制御機器の情報サービス 
http://www.sharp.co. jp/sms/
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